
松山市埋蔵文化財調査年報
平成元年｀2年度

松 山 市 教 育 委 員 会

松山市立埋蔵文化財センター



松山市埋蔵文化財調査年報
平成元年～2年度

松 山 市 教 育 委 員 会

松山市立埋蔵文化財センター



若草町遺跡出土重圏日光鏡



例    言

1.本書は、松山市教育委員会、松山市立埋蔵文化財センターが平成元年度 。2年度に行っ

た主な発掘調査の概要を収録した年報である。

2.確認調査については、一覧表、付図にまとめた。

3.各調査の報告は、調査担当者が執筆することを原則とし、文末に文責を記した。編集と

調整は、田城武志の協力を得て栗田茂敏が行った。

4.調査組織

松山市教育委員会      教 育 長 (前任) 平井 亀雄

教 育 長    池田 尚郷

参  事 (前任) 井手 治己

参  事     古本  克

次  長     井上 量公

次  長     一色 正士

松山市教育委員会文化教育課 課  長     渡部 忠平

松山市立埋巌文化財センター 所  長     森脇  脂

調査係長     西尾 幸則

調査主任     田城 武志

調査主事     栗田 正芳

調 査 員     池田学、松村淳、栗田茂敏

梅木謙一、上田真、相原浩二

(前任)宮崎泰好、丹下道一、藤原敏秀

調査員補     宮内慎一、高尾和長、真木潔

河野史知、山本健一、大森一成

小笠原善治、水本完児、武正良浩

5.整理作業等の協力者

大廻誠、加島次郎、工藤賢稔、高橋恒、玉出勝彦、宮脇和人、山本圭、吉浦正浩

今井芳美、小坂ゆかり、黒田令子、自石聖子、関正子、瀬戸恭子、仙波千秋、仙波ミリ子

高山直子、多知川富美子、中野祥子、丹生谷道代、丹生谷康恵、萩野ちよみ、檜垣芳江

藤井宏枝、藤沢真美、藤原利江子、松本美知子、九山緑、水日あをい、緑尚美、森田利恵

森田晶子、森井美津子、失野久子、吉井信枝、吉中美也子

6.ご指導、ご協力に感謝いたします。

愛媛大学  教授 下條 信行 氏、 助教授 宮本 一夫 氏、 助教授 平井 幸弘 氏

愛媛県立中央病院放射線部 渡部 昇 氏、 味口 博志 氏

7.協力機関

奈良国立文化財研究所、奈良県立橿原考古学斬究所、愛媛大学考古学研究室



序

東西文化の交流に大きな役割を果たした瀬戸内海沿岸にあって、西瀬戸内でも最大規模の

平野を有する松山市は、温暖な気候、風土に恵まれ、古くからの歴史的遺産の多い所であり

ます。

近年の諸開発の波は、衰えを知らず、それに伴って発掘調査の件数も増加の一途をたどっ

ているのは、ここ数年来、変わらぬ状況であります。このような状況下にありまして、調査

成果の一端なりとも公開すべ く、今回、F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』を刊行するはこび

となりました。

平成元年度 。二年度には、松山大学構内遺跡や、若草町遺跡において、弥生時代から古墳

時代にかけての集落、墳墓群が検出され、また、来住台地においては、数次の調査により、

奈良時代の官衛遺跡群の様相が次第に明らかになりはじめるなど、大きな成果を上げること

ができました。本書には、その他にも、数多くの貴重な遺跡の調査成果が1又録されておりま

す。本書が、多方面で活用され、文化財の保護、啓発のお役に立ちますよう願っております。

最後に、調査にあたりまして、多大な御協力、御配慮を賜りました関係各位に厚 くお礼申

し上げます。

平成 3年 3月 31日

松山市教育長

池 田 尚 郷
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平成元年～ 2年度の調査概要

調査状況は右表が示す通りである。

元年度の本格調査件数に対して 2年度

が減少している力減寸象面積はほぼ同じ

である。届出要因ではマンション建設

が最も多く、市街地での再開発される

ケースも出始める傾向にある。開発規

模的には宅地造成、公園建設、道路建

設、学校建設、下水施設の順である。

埋蔵文化財調査状況

年度 種別
中 言膏
件 数 試掘 立会

格
査

本
調 面積 ド

平成元年度

民 間 95,031

公 共 55,814

計 150,845

平成 2年度

見 間 134,342

公 共 17 2 11 17,463

計 151,805

( )内は国補事業

調査体制面では平成元年10月 31日 に同市立埋蔵文化財センターが発足し、埋蔵文化財の調

査、研究並びに付属考古館による普及、啓奈事業に対応する施設整備が計られた。

調査成果面では、重要遺構、遺物力誹日次いで発見された元年度に対 し、 2年度では、過去

の調査や近接地調査との関係による成果が一部解かり始めた他、数冊の報告書出版によリー

端の責を果たしたことである。これらは調査員数等の体制上に問題があった中で調査担当者

のたゆまぬ努力の結晶と言える。本書についても同様である。調査の詳細は個々の報告を参

照いただきたい。

概 察

松山平野北部では、大渕 2次調査で同遺跡の広がりと共に後期～晩期後半にかけての土器

帰属層位の確認がされたことや、谷町、平田地区においては座拝坂遺跡など初めての正式調

査により弥生後期～古墳期にかけての集落存在が確証された。

道後城北地域では、松山大学構内Ⅱ次調査により弥生中期～古墳期の住居址が検出され、

城北遺跡群の範囲や展開状況の確証、交流背景など新知見の他、後期土器編年の基礎資料と

なった。若草町遺跡からは同遺跡群にかかる弥生後期の集団墓の一形態が明らかとなると共

に、前漢代の中国鏡「重圏日光鏡」出土は有力者の墓やその存在が示唆された。その他、本

村遺跡調査では祝谷山間部での中期遺跡の広がりを確証し、山越 1～ 3次調査では弥生前期

の遺構や古墳期住居址を検出し、同地区初めての正式調査による新知見を得た。

城西地域では古照遺跡 5'6次調査により、堰の周辺環境が解かり始めると共に、その上

層にあたる南江戸 岡 目遺跡からは、13世紀代の一括遺物や集落存在の確証を得た。御産所

権現山古墳調査からは、同群集墳の実態を含め後期古墳築造方法の一端に迫った。

桑原地域では、四反地遺跡や西稲茉遺跡からの姶良火山灰検出を含め弥生後期～古墳期に

かけて集落の広がりを確証し、経石山古墳では同古墳の後円部規模がほぼ明らかとなった。

久米・来住地域では、来住台地で近接地調査等の相互関係により官衡関係遺跡の一端が解

かり始めた。福音寺地区では、福音小構内遺跡から古墳期の一大集落が検出され、前者の前

時代背景を含め集落構造の手がかりを得た。
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(西尾幸則)



大測遺跡 2次調査地

1.所 在 地 松 山市大 山寺町甲

474--3

2.調査年月日 平成元年 6月 7日 ～

7月 3日

3.調 査 面 積 251m2

図1 調査地位置図

経過 本調査は、大渕遺跡内における宅地開発に伴う事前調査である。昭和62年度に当教委

により調査された大測遺跡においては、縄文晩期の遺物を包含する暗褐色粘質上が検出され

ている。本調査区は、大渕遺跡 (現松山北中学校構内)東側中央に隣接し、標高3.5mに立地

する。

遺構 。遺物 本調査区は、茶褐色粘質土をベースに調査区中央から東に落ち込み、東壁際で

若千上がる湿地状地であった。基本層序は図 2である。遺構は、調査区北西部にてピット状

の遺構を1基検出したのみである。遺物は、縄文後期の土器が第 6層から第 8層 にかけて出

上した。主に波状口縁の深鉢で、棒状工具による沈線文、摩消縄文系の施文を有する土器が

第 6層下から第 7層 にかけて多く出土している。縄文晩期の土器では、日縁端部に刻目突帯

を施した深鉢の小片を1点出上している。又、第 4層からは中世の土鍋の脚部を出上してい

る。なお石器類は、第 6層から第7層 にかけてサヌカイト矛J片、姫島産黒曜石の崇J片が出土

している。

小緒 本調査における第6層 以

下が大測遺跡 (注 1、 注 2文献)

の基本層序第 6層以下に相応す

る可能性があり、石手川の沖積

作用によって形成された当地域

を考える上での好資料となるも

のである。

注 l F松山市埋蔵文化財調査年

報Ⅱ」 注 2『日本考古学年報

40』 日本考古学協会1987

(武正良浩)

o                      200m

(S=I:6000)

図 2 1次 調査と 2次調査
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1.耕作± 2,床 ± 3.灰褐色粘質土

8.暗茶褐色粘質± 9,乳灰色砂質土

H 4.50m

0           1          2m

(S=|:40)
4.灰褐色砂質± 5乳灰褐色砂質± 6.灰 色砂質± 7.茶褐色粘質土(遺構検出面)

10.明灰褐色砂質± ■.乳灰褐色微砂 12,乳灰色粘質± 13.緑灰色砂質土

図3 北壁上層圏

翻 渓

(S=I:4)
図4 出土遺物実測図

η
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1.所 在 地 松山市谷町325-1

・326--1

2.調査年月日 平成元年11月 21日 ～

12月 28日

3.調 査 面 積 995ポ

図1 調査地位置図

経過 当調査は、宅地化申請に伴い、市教委が平成元年 8月 に試掘調査を行った結果に基づ

くものである。当地域は松山平野の北部にあって、吉藤、志津川、長戸、平田町に隣接し、

東西にのびる低丘陵を背景にした住宅地である。調査地は、丘陵最西端の標高18mの南裾部

に位置する。南西には独立丘陵室岡山があり、その中腹部の蓮華寺には出土地不詳ながら県

内唯一の判抜舟形石棺の身部が所在している。山頂を巡る下の坂道が座拝坂と呼称されると

ころから遺跡名をザワイ坂とした。

遺構・遺物 検出された遺構は弥生時代後期の住居址 1棟、古墳時代掘立柱建物址 2棟、土

墳 2基、柱穴40余である。SB-11ま斜面に検出された3× 4間 (4.7m× 7.Om)の東西棟

で、周囲には月ヽ柱穴が多くみられた。SB一…2は 1× 2間 (2.2m× 5.4m)分が検出されて

いる。SB-3は方形竪穴住居址で、床面から不規則な柱穴 5基と、中央部には炉址が検出

された。更にこれより南 3mに焼土が検出された。住居址内より弥生時代後期後半の甕、長

頸壼、鉢、椀、器台などが一括出土している。又、鉄製紡錘車が出上しており注目される。

小結 以上の遺構、遺物の他、包含層よりの出上であるが、弥生前期中葉の良好な遺物の出

土もみており、古く前・

中期の遺物を出土した潮

見遺跡や、同年度調査の

平田町金昆羅山遺跡等の

例ともあわせて、特に弥

生時代に関しては、あら

ためてこの地域に注目し

ておく必要がある。

(松村 淳・山本健―) 0         5m
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図2 遺構配置図
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図 3 SB-3出 土置物
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金毘羅山遺跡

1.所 在 地 松山市平田町8241・ 2

2.調査年月日 平成 2年 1月 18日 ～

4月 3日

3.調 査 面 積 1,100m2

経過 本調査は、松山市が行う平成 2年度の公園整備事業にともなって行われた事前調査で

ある。市街地より約 8 km、 松山平野の北東部、高縄山系分岐丘陵裾部の平田町北端には、金

昆羅宮と常福寺力羽F在 している。調査地は、その北、裏山低丘陵の南裾、標高29mに位置す

る。

遺構・遺物 遺構は、墳丘 4基、竪穴式住居址 3棟、土墳 8基が検出された。墳丘部は全て

大きく削平をうけており、主体部の確認はできなかったが、 1号～3号墳には、一部盛土の

残存が確認され、 4号墳は周溝の一部と思われる溝が検出され、墳丘都と判断したものであ

る。SB-1は 、 1号墳西に隣接して検出された、推定規模一辺 3mの隅丸方形竪穴式住居

址で、周壁溝を持っている。遺物の出土はなかった。SB-2・ 3は、墳丘盛土下層の地山

面で検出されたものである。いずれも北側地山面をL字カットし、周壁溝を巡らすもので、

SB-2は 一辺3.5m推定の隅九方形竪穴式住居l■である。床面中央部には2本の柱穴力`検

出され、周溝内より弥生時代後期の重、甕、鉢、支脚、石錘が出上した。SB-3は一辺4.5m

の隅九方形竪穴住居址が想定でき、床面より石庖丁 1点が出土したが、柱穴は検出されてい

ない。土媛 8基はSB-2周辺に多く検出された。うち、SK-6は楕円形を示し、床面西

より弥生後期後半の二重回縁壺の上半部が出土している。

可ヽ結 調査地周辺の発掘例は、さほど多いとはいえないが、弥生前期から後期にかけての遺

物の出土例は、山麓部を中心に、南方 2 km～ 3 kmの 潮見遺跡や宮ノ谷遺跡等に散見されてい

る。沖積低地を眼前にひかえた丘陵南西斜面という当遺跡の立地から見れば、弥生後期に限

らず、更に幅広い期間の生活址の面的なひろがりも十分に推測される。高縄山系南西裾部一

帝には、今後 も注目しておく必要があろう。 (松村 淳・山本健―)

図 1 調査地位置図
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図2 遺構配置図

0                  10 20m

lSK-6, 2・ 3・ 5 SB-2,4包 合層

図3 遺物実測図
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山越遺跡 1次調査地

1.所 在 地 松 山市 山越 1丁 目

267--1

2.調査年月日 平成元年 3月 27日 ～

4月 19日

3.調 査 面 積 200rn2

図1 調査地位置図

経過 本調査は、山越遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。山越遺物包含

地は高縄山系と太山寺山塊に挟まれた石手川旧流路右岸の沖積低地上にある。本調査地北東

2.5kmに は潮見遺跡 (弥生前期後半～中期)又、北東1.8kmlこ は宮ノ谷遺跡 (弥生中期中葉～

後期)がある。本調査区は、標高17mに 位置する。

遺構・遺物 本調査区は、現在の地名より遺跡名を山越遺跡 1次 とする。調査区は、以前は

耕地整備された水田であり、その後客土が入れられた造成地であった。基本層序は (図 2)、

第 1層が造成土、第Ⅲ層が耕作土、第Ⅲ層が水田床土であり地表下70cmま では開発が進めら

れていた。第IV層 は暗灰褐色土で20～ 25cmの堆積を測る。本層が遺物包含層である。第V層

は明灰色上で地山と呼んでいるものである。遺構は、第Ⅳ層中からの掘 り込みであり、第V

層におよんでいる。検出遺構は、竪穴住居址 (古墳前期)1棟、掘立柱建造物 3棟、柵状遺

構 2条、土壊 7基、溝状遺構 3条、ピット68基、井戸 (中世)を確認した。このうち掘立柱

建造物 SB-3は柱穴の一部を布掘りされている。出土遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、

石器 (石斧 2点、石鏃 1点 )、 フレーク (大分県姫島産黒曜石 1点)等がある。又、井戸 (中

世)内から曲物が出土している。

1号住居址 SB-1(図 4)は、

関係にありSB-3が先行する。平

面形は、ほぼ方形で東西5.5m× 南

北 5。 3mである。壁高1.5～ 7.4釦 を

測るが、耕作時の削平を受けている

ものと思われる。本住居址に伴う主

柱穴は 3基を確認しており、柱穴間

は2.6m～ 2.8mを 測る。出土土器よ

り当住居址は古墳時代中期に位置づ

けられるものである。

調査区北東にて検出された。本住居址とSB-3は重複

H 1800m

I

Ⅳ

I 造成上 50Cm
H 耕作± 5～ 5Cm

Ⅲ 明灰褐色± 5～ 10Cn

Ⅳ 暗灰掲色土 (包含層 )

20～ 25。 m

V 明灰色土

i        V        I

(s=|:40)

図2 基本層序
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SP 3ヒ_十 一
~翠

(S=I:60)
図4 SB-1平 ・ 断面図

小結 本調査により、調査対象区北端から北に向いて段落ち際を確認した。この事により当

調査地が微高地上に立地し、集落を営んでいたと思われ、北側の低地を水田耕作に利用した

可能性が強い。山越において古墳時代の集落址が確認できた意義は大きい。又、弥生時代前

期から中世にかけての遺物が出上している事から、これからの周辺地域の調査、整理に期待

したい。

(武正良浩)
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表 1 掘立柱建物一覧表

物

号

建

番

規  模

(問 )

桁 行 梁 行 床面積

(市 )

備 考
実 長(cm) 柱間寸法(an) 実 長(cm) 柱間寸法(cln)

1 3× 2 144・ 168,117 345 150・ 195 14.84

2 3X(1+α ) 480 132・ 174・ 174 260 186。  72 一部未検出

3 3× 2 生11 ・ 173・ 172 350 200・ 150

｀
｀

ψ

′
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山越遺跡 2次調査地

1.所 在 地 松 山市山越 1丁 目

314-1他

2.調査年月日 平成元年 4月 3日 ～

4月 25日

3.調 査 面 積 2,796m2

経過 平成元年度は山越遺物包含地内における民間による小規模な開発に伴う調査を3件

行っている。それぞれ、 1次、 2次、 3次調査地としているが、これらの調査地は互いに近

接、または隣接 しており、海抜18m前後の沖積低地に立地している。

遺構 。遺物 層序は上より、第 1層造成土 (30cm)、 第 2層旧耕土 (20cm)、 第 3層水田床土

(5 cm)、 第 4層黄灰褐色粘質土 (30cm)、 第 5層暗灰色粘質土 (5～ 20cll)、 第 6層黒灰色

粘質土 (10～ 30cm)の順になっている。このうち、第 5層 には弥生土器、須恵器を、第6層

には弥生土器を包合していた。

検出された遺構は、溝 5条であった。北から順にSD-1か らSD-5ま での 5条である

が、これらのうちSD-5を 除いた4条 は自然流路であり、溝底には細砂が堆積していた。

流路は、いずれも北東から南西方向に平行して形成されているが、流れの方向までの確認は

できなかった。SD-2は 、幅約 3m、 深さ50clnと 最も規模が大きく、弥生前期中葉の土器

類、有茎磨製石鏃とともに平鍬を出土している。SD-5は 、調査地南端で直角に山るプラ

ンで検出された。この溝は、他の流路の埋土が砂であるのと異って、黒灰色粘質上の埋土で

あり、人為的に掘削された溝であると思われる。

小結 流路 SD-2で は、比較的良好な弥生前期の一括遺物を出土した。甕には、緩く外反

する口縁端部に刻み目を施し、日縁下にヘラ描沈線を1条ないし2条巡らせるものと、沈線

を伴わないものとがある。こは、頸部と体都中位にそれぞれ 2条、 3条の沈線を施されるも

の、肩部にヘラ描木葉文、重弧文を持つもの等がある。また、肩部に焼成後に帯状の朱彩を

施されるものがある。有茎磨製石鏃は、鏃身部の破片であるが、鏑の稜はあまく、横断面は

紡錘形を呈している。これらの遺物とともに、平鍬の出土をみたことが、今回の調査の大き

な成果であった。全長37.Oclrl、 刃部幅22.Ocm、 基部幅21.Ocmを 測 り、基部付近に13.0× 6.8cm

の舟形隆起を造 り出し、径 4 cmの柄孔を斜めに穿っている。木取 りは征目取 りである。弥生

時代の木製農具の出土例自体、松山平野では数少なく、前期土器類とともに貴重な資料であ

図 1 調査地位置図

る 。
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山越遺跡 3次調査地

1.所 在 地 松山市山越 1丁 目

268--1

2.調査年月日 平成元年11月 20日 ～

平成 2年 1月 13日

3.調 査 面 積 367m2

図1 調査地位置図

経過 本地点は松山市埋蔵文化財包蔵地地図所載の山越遺物包蔵地内に当たり、隣接または

近接する2次・ 1次調査地点では、弥生時代及び古墳時代の遺構・遺物が検出されている。

今回、株式会社ミツワ都市開発より共同住宅建設の申請が出され、試掘調査を行ったところ

弥生時代の遺物の包含層が認められ、現状保存が望まれたが、協議の結果調査が行われるこ

ととなった。

遺構・遺物 調査は排土置き場確保の必要から発掘区を北・中央 。南の 3地点に分け、前後

2期 に分けて行った。検出された遺構は、中央区で土壊 1基 (SK-1)、 溝状遺構、旧河川、

南区でピット群、北区で土媛 2基 (SK-2、 SK-3)、 旧河川である。更にその上層の

田造成上直下では、幅0,8～ lm、 厚さ10cm程度で、東北―南西方向に走る帯状の自色砂質

土層が中央区と北区で各々検出されたが、土器砕片を多量に含み、後世の造成によるものと

思われる。また、中央区北側は遺構の重複が著しくプランを確認できなかった。

出土遺物は小片が多いうえに量が少なく、全形の1/4程度まで復元できるものさえ皆無で

あったが、そのなかで、SK-2出土の壼形土器底部 1、 SK-2出土の台付鉢形土器 3、

北区確認面出上の奏形土器 5は、10～ 80cm離 れて出土した土器片が接合して比較的まとまる

ものであった。 1は円板状に突出する底部から体部が直線的に立ち上がる壺形土器で内外面

磨かれ、外面は赤彩が施される。3は台付鉢形土器と思われるが、器部力Ⅵ さヽくて脚が高 く、

形態だけを見ると畿内第二様式の高芥に近い。 5は砲弾形を呈する甕形土器で、外面に縦方

向のヘラ削りが施されるものである。 2は直径が 3 cm弱 の土玉であるが、両側から穿った子し

が食い違っており貫通していない。 4は複合口縁の壷形土器口縁部で、外面は赤彩されてい

る。この他、土器では弥生時代中期の貼付け突帯や凹線文を持つもの、石器では石庖丁や磨

製石斧の破片が見られた。

Jヽ結 以上のような本調査地点は、集落や生産場のような当時の人々の主要な生活の場では

なかったと思われる。しかし、少量とは言え、何らかの活動の跡を示す遺構・遺物の出土が

見られ、縁辺部も含めた集落の理解のうえで意義深いものと思われる。

-14-
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図2 遺構実測図及び遺物出土 ドット図
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図3 出土追物実測図
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朝日谷 1号墳

1.所 在 地 松山市朝日ケ丘 1丁 目

2.調査年月日 平成元年 4月 1日 ～

8月 1日

3.調 査 面 積 1,300H12

図1 調査地位置図

経過 当古墳は、松山平野西部の独立丘陵大峰台の北西斜面部に立地する。標高133mを 測

る山頂部から派生 して北西に延びる稜線上、標高62mに位置する。調査は、平成元年11月 一

部開園の、松山総合公園整備に伴う事前調査である。この丘陵上には、弥生時代中期の高地

性集落や数多くの古墳が分布することが知られており、総合公園整備に伴 う一連の調査によ

り、その実態も明らかになりつつある。高所より望むと、高縄山系、斎灘、伊予水道に浮か

ぶ忽那、釣島、興児島の各伊予灘諸島が、東から西に向って大きく展開している。

遺構 。遺物 1号墳丘は既に流失し、調査前の段階で、横穴式石室の奥壁上面が一部露出し

ていた。山腹斜面をL字カットして掘 り込み、石室を構築している。天丼部はすでに破壊さ

れ不明で、残存する高さは奥壁部で90mを測る。石室の主軸はN60° Eを指向している。石

室全長 5m、 玄室長2.5m、 同幅1.05m、 羨道長2.Om、 同幅70mを測 り、南西に開口する。

玄門部をやや絞ってはいるが、明確な袖は持たない。墳丘径13m前後が推定されるが、周溝

は検出されていない。羨道部から玄室へは30cmの 段を降りる構造になっている。玄室床面に

は、一面に河原石が敷かれ、奥壁より1.8mの 部分には、更にこの上に割石が敷かれており、

床面は段差をもって明確に区画されている。区画された奥部には人骨、歯矛が遺存し、副葬

品として直刀、鹿角装刀子、鉄鏃、鎌、轡、玉類 (棗玉、水晶玉、ガラス玉)が出土した。

前部には須恵器広口壷 1、 短顕壺 2、 堺蓋 5、 邦身 4、 台付椀 1、 提瓶 2、 土師器壺 1点等

の土器類がまとまって置かれいた。

小結 1号墳石室出土の遺物は、 6世紀末頃に比定される。石室は、羨道部から玄室へ段を

降りる構造をとっている。閉塞は、玄門部で行われたものと思われ、数個の閉塞石と考えら

れる石が、この部分に残存していた。羨道部側壁は、閉塞のための補助的なものであり、天

井石の架構はなかったものと思われる。この種の石室はこの地方の後期から終末期の小規模

な横穴式石室に特徴的なものであり、その出自、系譜の解明が今後の課題である。
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図2 調査地全測図 (調査後)

図4 1号墳石室内出土遺物

0                                   20Cm
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辻遺跡 2次調査

松山市南江戸 5丁 目

1544-1。 2。 3他

平成元年 7月 15日 ～

1.所 在 地

2.調査年月日

7月 31日

3.調 査 面 積 186m2

図1 調査地位置図

経過 本遣跡は松山平野西部、大峰台丘陵東麓、標高24～ 26mに位置する。大峰台丘陵には

弥生時代から中世城郭花見山城址に至るまで各期の遺跡の所在が知られてお り、近年の松山

総合公園整備にともなう事前調査によって、山頂部の弥生中期高地性集落や、2面の舶載鏡、

40本を越える銅鏃等を出上した前期古墳朝日谷 2号墳、後期群集墳客谷古墳群等が相次いで

調査されている。また、北西100mの辻遺跡 1次調査では、弥生後期の大量の土器類が投棄

された状況で出上し、一方南方500mの低地部に所在する古照遺跡では、古墳時代前期の取

水堰が発掘されており、松山平野においては南部の来住台地、北部の城北遺跡群と並んで、

重要な地域の一つとなっている。今回の調査は、民間の開発にともなう緊急発掘調査である。

遺構・遺物 調査地は果樹園としての利用の際に既に削平を受けているものと思われ、約

20cmの表土直下が黄褐色シル トの遺構面となる。調査の結果、掘立柱建物 2棟、その他の柱

穴34基、土崚 2基が検出された。掘立柱建物のうち、北側のSB-1は 桁行柱間1.8m、 梁

行柱間1.5mの 南北棟と思われる。梁間 3間、桁行 2間以上になることが確認されている。

南側のSB-2は桁行柱間3.Om、 梁行柱間2.2mの東西棟になるものと思われ、梁行 2間、

桁行 2間以上となる。これらの建物は、その柱穴から古墳時代後期の須恵器片、土師器片を

出土しており、上限をこの時期に比定できる。土崚は調査区北西端付近で東西に並んで検出

された。西側のSK-1は 2.Om× 0.8m、 SK-2は 1.lm× 0,6mの隅丸長方形ないし精円

形に近いプランを呈し、いずれも深さ30cmを 測る。SK-1か らは底部糸切 りの土師器小皿

を出土しており、中世土墳墓と思われる。

小緒 大峰台丘陵の弥生 。古墳時代を中心とする遺跡分布に対して、丘陵をとりまく裾部平

野部では、松山西部環状線にともなう調査をはじめとする近年のいくつかの発掘調査によっ

て、11世紀代から近世に至るまでの生活域や、墓域がかなり広範囲に拡がっていることが明

らかになりつつある。本調査検出の遺構群もその一部である可能性は高いものと思われる。

これら各調査の有機的関連を解明する上でも、該期の土器の編年研究が急がれる。

(栗田正芳)
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図2 遺構配置図

写真 1 調査地全景 (東 より)

攀
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御産所権現山遺跡

1.所 在 地 松山市山西町1358-

8他

2.調査年月日 平成元年 8月 1日 ～

2年 5月 31日

3.調 査 面 積 87,700ポ

図1 調査地位置図

経過 調査地は、松山市文化財地図掲載の30番包蔵地、御産所古墳群とされる丘陵部の主要

な一角を占める総面積80,000ポ を越える丘陵地帯である。調査地の南東500mの大峰台丘陵

には、前期古墳朝日谷 2号墳や、後期群集墳客谷古墳群に代表される数多くの古墳を中心と

して、弥生時代から中世城郭花見山城l■に至るまで、各期の遺跡が分布している。また、南

西500mを 中心として宮前川流域の低地には、弥生時代前期から古墳時代前期までの多量の

遺物・遺構が検出された宮前川遺跡が所在する。

御産所古墳群内では、昭和48年に分布調査が行われ、計12基の古墳の所在が確認されてお

り、そのうちの 1基を御産所11号墳として松山市教委による調査が行われ、報告されている。

昭和63年 12月 、この包蔵地内において造成行為ありとの通報をうけ、当教委は開発者に対し

て、即時工事の中止を求め、文化財保護法違反行為に対する厳重注意を含めた指導を行い、

今後の処置について両者間にて協議を行った。協議の結果、まず用地全域で確認調査を行う

こととし、確認結果により本格調査の要ありと認められた部分については、すべての確認行

為終了後、速やかに調査を実施するとの合意に達し、平成元年 8月 1日 より確認調査を実施、

平成 2年 1月 より本格調査を行った。

遺構・遺物 工事中止の段階で開発行為は、既に大きく進んでおり、遺跡の立地に好条件な

かなりの部分は削平され、遺構等の遺存は望めない状況であった。図2に示した地形は、開

発前の状況であり、現状地形は大きく改変されている。したがって、残された限られた部分

での確認とならざるを得ない状況であった。調査方法としては、丘陵分岐部を単位に、大き

くA区からG区 にまでブロック割りし、ブロックごとに順次 トレンチによる確認を行った。

E区では円墳 2基が南北に並んで、表面観察上でも明らかな状態で遺存しており、特に南根J

の 1基は盛土の流失により、横穴式石室の天丼石の一部が露出していた。その他、 トレンチ

調査によってB区稜線裾部、C区丘陵斜面においてそれぞれ 1基ずつの古墳の存在が確認さ

れた。D区 においては、奈良時代前期の須恵器蓋、土師器ヌ、皿、甕等が出土しているが、

明確な遺構の存在はみられなかった。
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0                               100m

図2 トレンチ位置図
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以上の確認調査結果をもとに検討した結果、 4基確認された古墳のうち、 2基は保存が難

しく、本格調査を行うこととなった。 2基の古墳は、E区の 2基のうちの南側の 1基、C区

の 1基で、それぞれ御産所権現山 1号墳、 3号墳としている。 1号墳は、丘陵最高所を北に

下った尾根線突端、標高約50mに立地する直径14mの円墳で、主体部は西に開口する横穴式

石室である。調査前の段階で、天丼石 5枚が原位置を動いた状態で、さらに原位置にとどまっ

た状態で 2枚、墳丘上に露出していた。調査の結果、この 2枚は奥壁側に横架されたもので

あり、さらにもう1枚の天丼石が石室内に落ちこんでおり、都合 8枚の天丼石が本来載せら

れていたことになる。石室全長4.5m、 玄室長 3m、 幅1.2m、 高さ1.5m、 玄門幅0.7mの両

袖型横穴式石室である。石室主軸はN92° 41'00″ Eを とる。先述の計 8枚の天丼石は玄室奥

から玄門部の間にだけかかっていたものと思われる。閉塞は玄門部で行われており、竪穴系

横口石室の形態をとっている。玄門部と玄室部の間に階段状の石積みを有し、両袖を形成す

る柱状の石材は、この階段状石積みの上に据えられている。玄室奥左隅部から脚付子持壷と

蓋のセット、壼、提瓶等の須恵器類と、土師器高邦、左袖部から須恵器甦、高ヌ、壺を出土

している。また、直刀、鉄鏃、刀子等の鉄器類、杏葉、鞍の輪の縁金具等の馬具の出土もみ

ている。これらの遺物から、 1号墳は6世紀末頃の古墳と判断される。なお、玄門左袖の柱

状石材には蠣の殻が付着しており、この石材が海岸で採取されたことを物語っている。

2号墳は、 1号墳が所在する稜線からさらに西へ延びる丘陵の南斜面に造営されている。

玄室部の腰石から1～ 3段 日の、しかも一部しか遺存していないが、 1号墳と同規模の横穴

式石室である。安全対策等の制約のため、墳形の全容を把握するまでには至らなかったが、

1辺10m内外の小方墳となる可能性が高い。南に開回する石室内より、須恵器平瓶、高邦、

鉄鏃を、周溝より短頸重を出土しており、 7世紀前半期の古墳である。

小結 今回確認された4基の古墳のうち、昭和48年の分布調査により、その存在が把握され

ていたのは 1基のみである。本調査の 1号墳がその 1基、御産所 8号墳に相当するものと思

われるが、確実に同一墳であるとの証を得られなかったため、新たに丘陵の通称をとって、

権現山 1号墳とした。この 1号墳という、比較的良好な残存状況の古墳を、保存が難しいと

いう条件もあって、最終的に解体するところまで調査を行った結果、後期の 1小古墳の構築

方法のかなり微細な部分までを追究し得たことは、大きな成果であった。

(栗田茂敏 。大森一成)
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図3 1号墳横穴式石室
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古照遺跡第 5次調査

1.所 在 地 松山市南江戸 4丁 目

1-1

2.調査年月日 平成元年 8月 21日 ～

9月 30日

3.調 査 面 積 384m2

経過 昭和47年、下水道中央処理場建設工事中発見された木組みの遺構は、翌年の本格的な

第 1次調査によって 2基の灌漑用の堰であることが確認された。その後も第 4次までの調査

が同処理場内において行われ、特に第 2次調査では、更にもう1基の堰と取水口が検出され、

4世紀後半代の大規模な農業土木工事であったことが半J明 している。これらの堰検出地点の

南方50mに新たな処理施設の建設が計画され、これに伴う緊急発掘調査として、本調査力χ〒

われた。

遺構 。遺物 既往の調査において、堰の検出された海抜約 8mの レベル付近の青灰色粘上、

ないしはシルト層を中心に精査を行ったが、当初期待された水田等の遺構を検出することは

できなかった。堰は、氾濫の繰り返しによる砂礫によって埋没し、この砂礫層やブロック状

にとりこまれた青黒色粘質土中から遺物を出土するのがこれまでの調査の例であったが、今

回の調査においても、古墳時代前・中期の遺物を主として、弥生式土器、縄文後期の土器等

が出上している。

(松村 淳)

○
匿
白
唯

図 1 調査地位置図
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若草町遺跡

1.所 在 地 松山市若草町 8番地

2.調査年月日 平成元年 1月 5日 ～

10月 31日

3.調 査 面 積 9,0001x12

図1 調査地位置図

経過 若草町遺跡は、松山平野のほぼ中央に所在する平山城の松山城北西麓に位置する。調

査地東方には縄文時代後期から近世にわたる遺構、遺物の集中する道後城北遺跡群 (道後城

北RNB遺跡、文京遺跡、松山大学構内遺跡、松山城北郭遺跡等)が所在し、また、南方約

150mの カキツバタ遺跡では弥生時代後期後半の壺棺を出土している。松山城の所在する独

立丘陵上には、本九関連の建築が現存する他、IIS和 59年 より3次にわたって調査が行われ、

多くの成果をあげた二の九等の近世城郭関連遺構をはじめとして、弥生中期の東雲神社遺跡

や古墳群が分布している。調査地は江戸時代 (宝暦、嘉永)の絵図によれば松山藩家中御免

地の域内に含まれ、家臣団屋敷地の北西端にあたっている。調査は松山市総合福祉センター

建設にともなう緊急事前発掘調査として行われた。

遺構・遺物 調査区の基本層序は、第 1層・表土、第2層 。明灰褐色砂質土 。近代、第3層・

暗灰褐色砂質土・近世、第4層・黒褐色砂質土・弥生中期～古墳である。第 4層 は、調査区

全域にわたって近世以降の造成、攪乱を受けており、安定した遺存状況ではなかったが、多

量の遺物を出土している。この第 4層下面より古墳時代前期の竪穴住居l■、土媛、柱穴、溝

や弥生時代後期後半の複数の壺棺群を主体部とする円形周溝墓 1基をはじめとする周溝群、

竪穴住居址、土媛を検出している。また、土媛 S

K-3よ りほぼ完形の前漢鏡 (重圏日光鏡)を 1

面、他の土媛 SK057よ り小型傍製鏡を 1面 出

土 している。以下、注目される遺構、遺物につい

て略記する。

◎前漢鏡 (重圏日光鏡) 調査区南西部において

円形周構 SD-2に 囲まれた部分で、長径2.7m、

短径1.7m、 深さ0.3mの不整楕円形の土壊 SK一

3か ら出土 した。鏡面径8.4cm、 鉦座形は車輪形

を成 し、 4小乳と4斜田文の間に「見日之光長母

0            1m

1表土

2明灰褐色砂質土

3暗灰褐色砂質土

4黒褐色砂質土

5黄色砂 (地 山 )

図2 基本層序

!__
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弥生―古墳時代遺構配置
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一

含礫 (1～ 2Cm大 )黒色土

黒色土

含礫 (3～ 4Cm大 )黒色土

図4 SK-3平 ・断面図

写真 1 重圏日光鏡出土状況
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忘君」の銘文をもつ。この鏡の車輪形鉦座及び「長母忘君」の銘をもつ日光鏡は国内初の例

であり、中国でも出土は稀である。また、SK-3の脂肪酸分析の結果は再葬墓の可能性を

示すものであった。

◎周濤墓 調査地で検出した周溝は、円形周溝12条、方形周溝1条であり、そのうちの円形

周溝SD-26に 区画された域内に壷棺11基を数える主体部を検出した。SD-26は直径約

16m、 幅2m～ 3m、 深さ0.4m～ 0。 8mを 計り、なだらかな断面U宇型をなす。近世以降の

攪乱土媛に切られているが、全周すると思われる。壼棺は、土墳に1基ずつ埋葬されており、

土媛は壼棺が丁度納まるように掘られている。近世以降の造成等により、殆どが上部を欠損

しているが、出土状況から蓋として半裁土器を使用しているのが数基認められる。壺内部に

ついては、人骨、副葬品等は認められなかった。また方形周溝SD-23に 区画された域内に

は近世遺構が密集しており、壺棺は認められないが、北側溝部内に4基出土している。他の

周溝についても周溝内外に壺棺と見られる土器片多数を検出している事から、調査地におい

て周溝墓群を形成しており、その域は周辺に広がるものと思われる。

小結 今回出上の日光鏡については遺構内での遺物の共伴はなかったが、周囲の包含層中か

ら弥生時代中期末～後期初頭の遺物が出土している。調査地で検出した周溝墓は切り合いが

殆どなく、弥生時代後期後半の一時期に、ある程度の計画性をもって営まれた様相がうかが

われ、松山平野における、当期の葬制の一端を示す貴重な資料といえる。

(相原浩二・栗田茂敏)

o             lo            20Cm
「_

図 7 S B16出土遺物
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道後今市遺跡 6次調査地 (平形銅剣出土推定地)

1.所 在 地 松山市道後今市1053

--1

2.調査年月日 平成元年 7月 31日 ～

9月 14日

3.調 査 面 積 238■ 12

図1 調査地位置図

経過 本調査は、今市遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。

今市遺物包含地は、松山平野北部の石手川扇状地左岸の標高31mに ある。石手川扇状地左

岸は、特に道後城北遺跡群と呼称され弥生時代の松山平野における拠点的集落として知られ

ている (注 1)。 今市遺物包含地は、道後城北地区の南東部にあたり、既に 5次の調査が実

施され弥生時代～古墳 。中世の集落関連遺構を多数確認している (注 2)。

本調査地は、今市遺物包含地の西端標高37.lmに あたり、明治42年に平形銅会」10口 と重 1

点が出土した地として古 くから知られている (注 3)。

本調査では、平形銅剣納埋に関する資料存在の有無と今市包含地内に存在する古墳～中世

の集落の範囲確認を主目的とし、平成元年 7月 31日 より

調査を開始した。

遺構 。遺物 基本層序は図 2である。第1層 には、水田

耕作土と攪乱土をあてている。攪乱土には、第Ⅱ層土が

多量に含まれており、この土壌中より、弥生土器 (中 期

末～後期初頭)、 須恵器、石庖丁他が出土した (図 9)。

第Ⅱ層暗掲色シルトは近現代の宅地開発によりその多く

は削平されており、検出は調査区東半部 (Al～ 4区、

B2～ 4区)に限られ、しかも堆積 (残存)は 10cnを 測

るにすぎなかった。本層中からは土師器の細片がわずか

に出土している。第Ⅲ層黄色シルトは、無遺物層である。

遺構は、第Ⅱ層上面の検出で、竪穴式住居址 (SBl)

1棟、ビット14基 を確認した。ただし、竪穴式住居址 (S

Bl)は、調査地東壁で掘り方を精査したところ、第Ⅱ

層を切っていることを確認した。また、ピット14基 につ

いても第Ⅱ層を切って掘 り込まれていた可能性が高い。

L=31.60o m

I  s=魅
表上          75～ 80Cm

暗褐色シル ト(遺物包含層)0～ 5Cm

黄色シル ト (地山)

図 2 基本層序
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ピットはいずれも時期を確定できる遺物の出上がなく、

その時期 。性格は不明である (竪穴式住居址 2基を除く)。

SBl(図 6)調査区中央東端 (A2-3区、B2-3区 )に位置する。西隅・北壁は攪

乱をうけ、東は調査区外にあたるため全様は不明である。ただし、北西部と南端にて壁体及

び壁体溝を検出しており、平面形は方形もしくは隅丸方形になるものと考える。規模は、北

西一南東で2.4m、 北東一南西で1.75m、 壁高30cmを 測る。壁体滞は幅15cm、 深さ5 clnで 、

溝底に小ピット (径 10cm、 深さ5～ 16cll)が 15cIIl前 後の間隔で存在する。火所は、付設及び

掘 り込み式のものは未検出であるが、住居l■中央部で焼土及び炭を確認した。さらに、この

周囲には、幼児頭大の石が弧状に配置されて検出された。

この他、本住居l■内からは、ピット3基を検出した。S P14は 、本住居l■の主柱穴と考え

られるもので、S P13は 本住居址を切っており (時期不明)、 S P12は 本住居址に伴うかは

不明である。

出土遺物は、中央部の焼土及び炭上で群集して出土したもの (図 7・ 8)と 壁体付近で出

土したもの (図 7-5)がある。

本住居l■の時期は、甕形土器の外面の刷毛目調整が雑であること、高ヌ形土器邦部の屈接

部が九みをおびているものであること等より5C代 に時期比定されよう。

包含層出土遺物 (図 9)20～ 32は 、いずれも第I層攪乱土より出上したものである。

小結 本調査では、遺物包含層と集落関連遺構を確認した。

第Ⅱ層遺物包含層は、現況の堆積は希薄であるが、第I層攪乱土中に多量に含まれること

より本来はかなり厚い堆積であったことが知れる。さらに、攪乱土中出上の弥生土器 (中期

末～後期初)、 須恵器 (6C)は 、第Ⅱ層土に混入して検出されることが多く、第Ⅲ層中の

遺物であった可能性が高いと考えている。また、SBlは第Ⅱ層を切 り込んで築造されてい

る。以上のことより第Ⅲ層は5C以前に既に堆積しはじめていたものと考えられる。

SBlは、全様は不明であるが、第Ⅱ層の形成時期や当地が 5C代に居住地であったこと

を示す資料であり、当地の集落経営を知り得る数少ない資料として重要な意味をもつ。

本調査では、平形銅剣埋納に関する直接資料は得られなかったが、当地が古墳時代には居

住地であったことを確認できたことは一つの成果である。

(注 1) 1988年 古代学協会四国支都シンポジューム F松 山市道後城北地区の弥生集落』

(注 2) 愛媛県教育委員会 愛城県埋蔵文化財センター F道後今市遺跡』1989

(注 3) 考古学会『考古界』第 8篇第 5号 明治42年

なお、『考古界』中に記述のある壼 1点は、今回の調査資料より推察すると弥生中期末～

後期初頭ないし5C代の土師器の壼形土器である可能性が高いと考える。

(梅木謙―・宮内慎―)
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L=30.700m

“
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(S=I:40)
図 6 SB-1平 ・ 断面図

0                 10                 20Cm

(S三 十:4)

図7 SB-1出 土遺物実測図(1)
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0           5           10Cm
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国 9 出上遺物実測図
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道後今市遣跡・ 6次調査地出土土器観察表

番号 器種 法量(cm) 形態 。施文
調 整

胎土・焼成 備考 写真
面 内 面

1 甕 日径 (165)

回縁部内面 に稜 を持つ

もので日縁端部 は丸 く

収める。

O―ハケ→ヨコナデ

①―ハケ(5本/1cn

◎―ヨコナデ

⑪―板ナデ

・ 砂粒

金

0◎

黒 斑

2 甕 回径 但32)

日縁部は顕部で「く」
の字にくびれた後外反
して開く。

ハ ケ ∪ ―ハ ケ

⑪―ケズリ

・ 石・長

(1～ 4)

0◎

5

3 箋 口径 (150)

日縁部 はやや内湾 ぎみ

に外 反 し端部 は九 く収

める。

⑤―ヨコナデ

⑪―磨減のため不明

◎―ヨヨナデ

⑪―ケズリ

。石・長

(1～ 3)

0◎

甕 日径 (140)

口縁部 はやや外湾 ぎみ

に開 き端部 は九 く収め

る。

③―ハケ→ヨヨナデ

①―ハケ

◎―ヨコナデ 。密 '金

0◎

鉢

回径 (60)

器高 (52)

底径 (10)

日縁部 は手捏ね土器。

日縁都つ まみ出 しによ

る指頭痕顕著。

◎ ―ナデ (指頭痕顕著)

⑭―ヘラ又は板状工具

のナデ

∪―ナデ

◎―ナデ上げ

密

　

　

◎

5

士霊

残高 (113)

頭径 (65)

不安定な底部をもつも
ので胴部は球形状を呈
する。頸部は強くくび
れる。

U一ハケ→ヨヨナデ

⑪―ハケ(5本 /1 clll

(指頭痕顕著)

∪―ナデ

①一ナデ上げ

⑥―ナデ

・砂粒

0◎

黒 斑 5

7 士霊 残高 (86)

肩部の張るものである。 ◎―ハケ→ヨコナデ

⑪―タテハケ

(7本/1 cm)

◎―ケズリ→ナデ

◎―ケズリ

(ヘ ラケズリ顕著)

・ 砂粒

●○

黒 斑

豆 頸径 (94)

肩部の張るものである。 聰―ハケ→ヨコナデ

◎―ハケ(3本 /1 cm)

∪―ナデ

①―ケズリ

(指頭痕顕著)

密

　

　

◎

9 一亜 頸径 (156)

肩部の張るものである。 ヨヨナデ ◎―ナデ

⑪―ケズリ

・石・長
(1～ 3)

金
00

一堕 残高 (72)

肩部の張るものである。 ハケ(4-5本 /1 cH) ◎―ナデ

⑪―ケズリ

・砂粒

●◎

高邦

口径 (19)

器高 (135)

底径 (132)

接合部に段 をなす。

中空で裾広が りの脚柱

部に外反 して開 く裾部

を持つ。

5

高邪 日径 (176)

接合部 に稜 を持 たない

もので、 日縁都外湾 ぎ

みに大 きく開 く。

磨減のため不明 磨 ljAの ため不明 。密・金

0◎

高邪 残高 (25)

邪底部肉厚、差し込み
技法か。

ヨコナデ 手」離のため不明 密

　

　

◎

高界 残高 (18)

充榎法が、擬 日縁 を看

取。

ハケ(8本/1 cm) ナ デ 密

　

　

◎

高界

残高 (98)

底径 (10 )

接合部 に稜 を持つ。中

空で裾広が りの脚柱部

に外反 して開 く裾部 を

持つ。

磨滅のため不明 磨滅のため不明 ・ 石・長

(1～ 2)

00
5

高必 残高 (101)

中空で裾広が りの脚柱

部組み合せ技法か。

〇―ハケ

C亜)一 ハケ

ω ―ハケ→ナデ

④―アヽケ

①―ケズリ

②―ヨコナデ

。石・長

(1～ 2)

00
5
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番号 器種 法量(cm) 形態・施文
調 整

胎土・焼成 備考 写真

外 面 内 面

高邦 残高 (61)

中空の脚柱部 を持つ。 磨滅のため不明 ∪ ― ケ ス リ

④―ナデ

●衝

(石・長 1)

0◎

高邦 残高 (71)

充損法。 関面脚柱部 と

裾部 の境 に強い稜 を持

Q型)一ハケ

○―ナデ

⑫ ― ケ ズ リ

①―ケズリ

密

　

　

ω

高邦 残高 (75)

組み合せ技法か。 ナ デ ヨコケズリ→ヨコナデ ・ 砂粒

(石・長 1)

00

一空 日径 (314)

頸部 に断面台形状 の貼

り付 け凸帝→凹帯上 を

押圧。

∪ ―ヨヨナデ

◎―ヨコナデ

∪―ヨコナデ

◎―ナデ

・ 砂 Ttr

06

黒  斑

一霊 日径 (292)

日縁上方に拡張。

端面 は 4条 の擬凹線→

円形浮文。頸部貼 り付
け凸帯→押圧文。

① ―ヨコナデ‐施文

① ―ハケ→ヨコナデ

Φ ―タテハヶ

∪―ヨコナデ

◎―ヨコハケ (1～ 4)

0◎

黒  斑

一笠 日径 (168)

日縁部上方 に拡張。端

面は 6条の沈線文。頸

部断面三角形 の貼 り付

け凸帯→刻み 日。

∪ ― ヨコナデ→施文

◎ヨコナデ
⑪ ―ヨコナデ

◎―ナデ

。石・ 長

(1～ 3)

0◎

甕 底径 (66)

くびれの上げ底状を呈
する。

磨減のため不明 磨減のため不明 ・砂粒

0◎

奏 底径 (79)

厚手 で くびれの上 げ底

状 を呈す る。体部へ は

直線 的に斜上方へ 立ち

上がる。

∪ 不 明

①ナデ ヨコナデ

ナ デ ・ 石・長

(1～ 4)

●0
黒  斑

高邪 残高 (64)

脚上部 8条の沈線文。
ヘラ描文。

失羽根文。

ヘ ラ ミガキ→施文 ∪ ―ナデ

⑥―ケズリ (1～ 2)

0◎

高堺 残高 (86)

充填技法、器壁やや厚 暦減のため不明 Q聖つ一ナデ

①―ナデ

・ 石 。長

(1～ 4)

0◎

高邦 日径 (98)

日縁部やや外反ぎみに
のびる。

ヨコナデ ヨコナデ 弩

　

　

◎

自然釉

器台 日径 1298)

日唇に刻み目。
日縁・頸部に櫛描文。

ヨヨナデ→施文 ヨヨナデ 密

　

　

ω

遭後今市遺跡 6次調査地出土石器観察表

番号 器種 残 存 材 質

法 三
呈

備 考 写 真

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(cm)

石包丁 完形 緑泥片岩 41

石包丁 緑泥片岩

石2丁 緑泥片岩 27 050

石赳丁 緑泥片岩 55
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写真 1 遺構検出状測 1)(南西より)

写真 2 遺構検出状測 2)(南より)
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写真 3 SB-1検 出状況 (西 より)

写真 4 SB-1炉 検出状況 (西より)
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写真 5 SB-1出 土遺物
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松山大学構内遺跡 2次調査地

1.所 在 地 松山市文京町4番10

号他

2.調査年月日 平成元年11月 26日 ～

平成 2年 2月 28日

3.調 査 面 積 2,300ポ

図1 調査地位置図

経過 松山大学構内遺跡がある松山市文京町は、松山平野北都、松山城 (城山・勝山)の北

に位置する。松山城の北より道後温泉に至る扇状地には、縄文時代後期～中世 。近世までの

遺物・遺構が多数確認されている。近年、この地域は、F道後城北遺跡群・道後城北地区』

と呼ばれ、弥生時代において松山平野の主要な集落地帯であったことが調査・研究により明

らかとなり、注目される遺跡地帯となっている。松山大学構内遺跡は、この地域の西北部の

標高25.5mに あり、文京遺跡 (愛媛大学城北キャンパス)、 松山北高校遺跡に接する。

遺構・遺物 本調査では、縄文土器 (晩期後半)・ 弥生土器 (前期・後期)・ 土師器 (古墳

時代)を含む包含層、土師器・須恵器を含む包含層、中世の土師器を含む遺物包含層を確認

した。いずれも近現代の造成工事により削平されており、遺存状況は良好でない。また、遺

物の包含量は少なく、かつ小片であった。

検出遺構は (図 2)、 竪穴式住居l■16棟 (弥生 4、 古墳12)、 掘立柱建物l■ 1棟 (古墳時代

前期以前)、 土墳11基、溝18条、自然流路 1条、ピット358基である。このうち、弥生時代後

期のSB7か らは、200点余りの土器と石庖丁、紡錘車 (石製 1・ 土製 3)、 ガラス玉14点他

が出土している。また、古墳時代中期のSBlか らは、二重口縁を有するこをはじめとする

土師器20点余りと有孔円板 (滑石製 。訳孔)、 ミニチェア土器他が出上しており、屋内施設

として炉とカマ ドをもつことを確認した。

小結 本調査では、縄文晩期～中世の遺物・遺構を確認した。これまで、道後城北地区では

弥生時代後期と古墳時代中期の生活関連遺構の検出例は稀少だっただけに、本調査資料は、

これを補充・充実させる資料となり、評価されるものであろう。この他、調査面積が2,300m2

であったが、弥生後期～古墳時代後期の間の集落様相が一部ではあるが明らかにされたこと

は、今後の周辺地の調査に大きく影響するものとなるであろう。

なお、本調査の詳細は報告書にて行うものとする。      (梅 木謙―・宮内慎―)

(文献)梅木謙一  『松山大学構内遺跡 一第 2次調査―』 1991
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祝谷本村遺跡

1.所 在 地

2.調査年月日

松山市祝谷 5丁 目

745--1 ,753--2

平成 2年 7月 6日 ～

9月 5日

3.調 査 面 積 661m2

経過 本調査は、道後北代遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。平成 2年

2月 に試掘調査を実施した。調査の結果、柱穴 4基、土墳 1基を確認した。

調査地である松山市祝谷地区は、高縄山地西縁に発達した松山丘陵裾部、台地上に位置し

ている。本調査区は、道後城北遺跡群の北部にあたり、高縄山地の丘陵裾部、標高約45m上

に立地する。周囲には、道後今市遺跡 (平形銅剣出土)、 祝谷六丁場遺跡、九山遺跡等、松

山平野でも有数の弥生時代の遺跡がある。

本調査は、調査区が造成時の段カットのため、

B区 とし分区して調査を行った。平成 2年 7月 6

日、ユンボによる表土掘削を開始し、同年 7月 11

日からA区の発掘作業を開始した。その結果、包

南側の低い地区をA区、北区の高い地区を

鼻曇畜愁F4&冒種:璧

'Iを

とを亀餅Bヒ :猛  
①

行して排土を場外へ搬出した。B区は造成等のた

H  44,400m

I層  30～ 40Cm

[I層   15～ 20Cm

Ш層  20～ 30Cm

Ⅳ層  20～ 30Cm

V層  30～ 35Cm

①

②

第 I層

第H層

第m層

第Ⅳ層

第V層

①

表土

水田床上

掲色土

暗褐色土

責tS3色 土

明黄褐色

砂質上

緑黄色上

暗掲色上

②

 ヽ ③
③      I ミ

S=%

図 2 基本層序

0             10           21

(S=| :600)
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図3 全測図



め、遺構面及び包含層は削平されたものと考えられ、遺構は検出されなかった。土層確認の

ため、数力所にトレンチを掘 りA・ B両区の土層を照合し、土壌サンプルを採取した。同年

9月 5日 、発掘作業を終了した。

遺構・遺物 基本層序は図 2である。第 I層表土 (耕作土・攪乱土)、 第Ⅱ層水田床土、第

Ⅲ層褐色土、第Ⅳ層暗褐色上、第V層黄褐色上である。第 I層及び第Ⅱ層は地表下30～ 60cHl

まで開発が進んでいる。第Ⅲ層、第Ⅳ層は共に遺物包含層で、各 2々0～ 30cmの堆積であり、

第Ⅲ層は土師器、須恵器を、第Ⅳ層は弥生土器・須恵器を包含する。第V層 は無遺物層であ

る。遺構は (図 4)すべて第V層上面での検出であり、掘立柱建物 2棟、土媛 2基、溝状遺

検出遺構一覧表

掘立柱建物

1 皿 状 20× 700× 5 中世

o                   5m

(S=I:100)
図4 A区遺構配置図

溝

1 楕円形 舟底状 90× 125× 18 古墳後期

2 不定形 皿 状 160× 240× 40 中  世

。。OЪ°
    O δ

弓∝

掘立 2

O
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構 1条、柱穴104基、他である。

遺物は (図 5)第Ⅲ層より土師器、須恵器、第Ⅳ層より弥生土器 (弥生前期末～中期初頭)

須恵器、石斧 (柱状片刃、扁平片刃)、 石庖丁他が出土した。

Jヽ結 本調査では、弥生時代から中世の遺構と、古代から中世の集落関連遺構を検出した。

弥生土器は包含層からの出土で、流入遺物と考えられ、本調査区から上の丘陵上～中腹部に

同時代の集落が存在していたことをうかがわせるものである。これは対面する祝谷六丁場遺

跡を含め、祝谷地区の弥生時代中期における同時代の集落構造を考えるうえでの好資料とな

り得る。また、祝谷地区での古代から中世の遺構の検出は初例であり、本地区の集落研究の

基本的資料の一つとなりうるであろう。 (宮内慎―・梅木謙一)

L
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桑原西稲葉遺跡 1次調査地

1.所 在 地 松山市桑原 2丁 目 1

他

2.調査年月日 平成元年 4月 25日 ～

9月 30日

3.調 査 面 積 2,300m2

図 1 調査地位置図

経過 本調査は、桑原遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。調査地は、石

手川左岸の沖積扇状地上の標高38m上 に立地する。周囲には弥生時代～古墳・古代・中世ま

での複合遺跡である構味遺跡・構味立添遺跡等があり、東部～南東部の丘陵地には前方後円

墳の経石山古墳・三島神社古墳 。群集墳の東野お茶屋台古墳群がある。

遺構 。遺物 基本層序は図 2である。第Ⅲ層は弥生土器 (中期 。後期)、 土師器 (古墳・古代・

中世)、 須恵器 (古墳 。古代)を包含する。第Ⅳ層上面の地形測量では、調査区中央が高く、

南東及び北面に緩傾斜をもつことを確認した。さらに調査区西半部において第V層 と第Ⅶ層

の間に火山灰が25clll堆積していることを確認した。この火山灰層中及び上下層からの遺物の

出土はない。

遺構は、第Ⅳ層上面での検出で、掘立柱建物 2棟、柵列 1基、溝 。自然流路12条、土壊27

基、ピット114基がある。遺構はいずれも近現代の造成により上部を削平されており、遺存

状況は深さ10cmに 満たないものが多い。また、遺構中には遺物がないため時期の特定はでき

ない。

調査区の北西隅地点は、第Ⅳ層堆積以前に既に北西に向けて緩傾斜をなしている。このた

め同地の第IV層 及び第Ⅲ層は、他の調査地点よりも厚い堆積となっている。この地が傾斜地

でなくなったのは第Ⅲ層堆積終了時以降であり、かつ現在のような平坦地になったのは近現

代の耕地整備時以降である。この地点は第Ⅲ層堆積中及び堆積後において、自然流路、溝が

6条形成されている。このうち最古の流路からは、 5C末～6C前半の須恵器が床面上より

出土している。

小結 本調査では、弥生時代以降中世までの集落関連遺構と遺物、旧地形 (第Ⅳ層上面)、

火山灰を確認した。

当地域の弥生時代～中世の集落関連遺構は、本調査地の北の地帯において多数確認されて

おり (構味遺跡・樟味立添遺跡 。構味高木遺跡等)、 本例は当地域の各時代の集落領域の南

限を考える上での一資料となるものである。さらに、本調査において、竪穴式住居跡が未検
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出であることは、構味四反地遺跡 (本調査地北東50m)、

試掘調査地 (本調査地北東20m)に おいても同様であり、

弥生時代～古墳時代の当地域の集落内構造、特に本調査

地近隣の土地利用を考える上で好資料となるものであ

る。本調査地北西隅の自然流路・溝は、生産l■ (水田跡)

が近隣に存在することを示唆するものである。

本例検出の火山灰は、樟味四反地遺跡検出のAT火山

灰に出土状況が近似 しておりAT火山灰の可能性が高

(梅木謙一)

一

I

Ⅱ

III

Ⅳ

V
a

Ⅶ

L=38.500m

表土
黄灰色土 (水 田床土)

黒～黒褐色上 (遺物包含層)

暗茶掲色土 (地 山)

暗茶褐色砂礫
火山灰 (黄色)

褐色上 (含微砂 )

図 2 基本層序
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5

図4 自然流路・包含層出土遺物実測図(1)

0                  1o                 20Cm

(S=I:4)

I～ 10  弥生上器

H    ミニチュア上器

12・ 13  土師器
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図5 自然流路 。包含層出上遺物実測図(2)
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桑原西稲葉遺跡 2次調査地

1.所 在 地 松 山市桑原 2丁 目

971-2

2.調査年月日 平成 2年 7月 14日 ～

9月 17日

3.調 査 面 積 1,143m2

図1 調査地位置図

経過 本遺跡は、松山平野を流れる石手川左岸の沖積扇状地上 (標高38m)に立地し、周囲

には棒味遺跡、構味四反地遺跡、偉味立添遺跡、桑原田中遺跡、また平成元年度に行われた

当地西隣の西稲葉遺跡 1次調査地など、弥生期から古墳期に至る複合遺跡が散在する地域に

位置している。平成 2年 1月 、松山市指定の「桑原遺物包含地」内における宅地開発に伴う

試掘確認調査を実施し、その結果、弥生土器、土師器、須恵器などの遺物と、遺物包含層 (2

層)、 溝状遺構 1条が検出されたため、上記の期間本格調査を実施 した。

遺構・遺物 検出遺構は、土壊状遺構 9基 (弥生 1基、時期不詳 8基 )、 滞状遺構 2条 (中

世 1基、時期不詳 1基)、 柱穴 4基 (時期不詳)、 円形特殊遺構 1基 (時期不詳)である。特

に、弥生中期後半から後期にまたがる土器を確認した土壊SK-1の 南側より検出された円

形特殊遺構については、直径 4mの円形のなかに幅50cm～ 100cmの ドーナツ形溝状遺構を形

成する特異なプランであるため、今後の周辺地域の調査結果に依るものとする。遺物は、日

縁部に凹線紋を有する壺、器面に叩き痕を顕著に残す重などがあり、これらの遺物から、弥

生中期から後期末という時期設定ができる。ただ、ほとんどが遺構に伴わない遺物であるた

め、自然の流れ込みにより堆積した土器溜りと考えられる。また、第Ⅶ層上面において旧石器

を1点検出していることを付記しておく。

小結 隣接する西稲葉遺跡 1次調査において確認された第Ⅲ層 (遺物包含層)は、本調査で

は第Ⅳ・V層 と対応し、IV層 からは弥生土器、須恵器、V層 からは弥生土器がそれぞれ検出

された。但し、本調査区の東側 3分の 2は、近現代の耕地整理のため全てその上部を削られ

ており、北西約10m四方しかⅣ・V層 の確認はできなかった。即ち、東部から西部にかけて

緩傾斜となっており、流れ込みによる土器溜りを形成したものと思われる。また、 1次調査

同様火山灰を確認したが、断定までには至っておらず、周辺の遺跡などから水田跡の可能性

も高く、両者とも土壌分析による結果を待たねばならない。本調査は、遺構に関し不明瞭な

点が多く、 1次調査を含めた今後の検討が必要と思われる。

浩贅告辮 電葉
「

I'Ir (=百 1
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図2 遺構配置図
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経石山古墳 1次調査

1.所 在 地 松 山市桑原 4丁 目

410--1

2.調査年月日 平成 2年 10月 17日 ～

12月 19日

3.調 査 面 積 567ポ

図1 調査地位置図

経過 本調査地は、県指定史跡経石山古墳の後円部北東裾部にあたり、東野決積台地の先端

部 (海抜40m)に位置している。周辺地域には、畑寺竹ケ谷古墳、東野お茶屋台古墳、溝辺

古墳、また本墳とほぼ同規模の三島榊社古墳などが点在する。平成 2年 6月 、松山市指定の

「桑原経石山古墳包含地」内における宅地開発に伴う試掘確認調査を実施し、その結果、経

石山古墳の周溝と思われる溝状遺構が検出されたため、上記の期間本格調査を行った。

遺構・遺物 検出遺構は、本墳の周溝と考えられる溝状遺構 (SD-1)、 土竣状遺構 2基、

ピット状遺構53基である。SD-1は 、幅 7～ 1l mで 西壁より南東壁に向かって広がり、深

さ20～ 50cmを 測り、濤底は南東方向に傾斜 している。土媛は、不整形のプランであり、自然

又は本墳築造以後に形成された凹地と思われる。ピット状遺構についても、ほとんどが不規

則なプランであり、掘立柱建造物等に関連性の薄いピット群であると考えられるが、ただS

D-1内北東部より検出された柵列状遺構は、長軸70卿、短軸40cmの南北に長い楕円形状ピッ

トが約30cmの間隔で東西に延びたものであり、本墳周溝との関連について今後の課題とした

い。ちなみに、平成元年度に実施された福音寺小学校遺跡調査においても同様の柵列遺構が

確認されている。出土遺物は、一定時期のまとまりが見られず、殊に須恵器に関して言えば、

従来定説とされてきた本墳の築造時期 (5世紀末～ 6世紀初)と はかなりの時代の隔たりが

見受けられる。よってSD-1内 出土土器より本墳の時期設定は困難と思われるが、本墳と

直接関連性を窺わせる鉄鏃や鉄斧なども検出しており、今後の分析結果に期待 したい。

小結 現在最も新しい本墳の実測図は、1972年発行『三島神社古墳』報告書に掲載されてい

るもので「主軸全長48.5m,主軸方向WO.2度 N,前方部全長20m,後円部高 5m,前方部

高 3m」 と計測されている。今回調査で検出したSD-1の内側より現墳丘裾部までの間に

平坦面約 7mを確認した。この平坦面は、近 。現代に削平されたものと考えられ、この部分

は従来墳丘であったと推察できる。このことから、本墳主軸全長は少なくとも55.5m以上で

あったことが今回の調査で明らかとなった。また、SD-1は、空濠の可能性も考えられ、

今後の調査で解明していきたい。
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図2 検出された周溝と墳丘
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榎田遺跡

1.所 在 地 松 山市小坂 5丁 目

295-1・ 2他

2.調査年月日 平成元年 5月 29日 ～

6月 30日

3.調 査 面 積 5,058m2

図1 調査地位置図

経過 小坂 5丁 目遺物包含地における店舗駐車場建設に先立ち、試掘調査を実施 したところ、

多数のピットを検出すると共に土師器片が出土 した。協議の結果、約一ヶ月の予定で事前発

掘調査を行うことになった。

本遺跡は松山平野東部の沖積低地に立地し、標高約25mを測る。国道11号線 。33号線の交

差点のすぐ西側に位置しており、北東約150mに 釜ノロ遺跡が存在する。

遺構 。遺物 調査区の北半部は、かつて水田造成がなされた際に黄褐色シルト層 (地山)ま
で削平されており、遺物包含層は南半部でのみ確認された。遺物包含層は黒褐色を呈し、層

高 4～ 10御 を測る。旧地形は北から南へ向かって若干傾斜している。

遺構は全体的に調査区のやや西側に偏在しており、また南側も減少する傾向にある。ピッ

ト60基・土墳 7基 。溝 3条・掘立柱建物跡 1棟が検出された。ピットは、概ね径10～ 30cm、

深さ7～ 50cmを 測る。 SK-4の平面プランは長径1.lm・ 短径0.9mの楕円形を呈し、壁面

は垂直に立ち上がり、深さ30cmを 測る。土墳内より中期後葉～後期初頭の弥生土器 (図 3)。

河原石 5。 木片 1が出土 した。sK-6の平面プランは径90cmの円形を呈し、深さ30cmを 測

る。断面形は指 り鉢状を呈し、土媛内には径 5～ 10cm前後の多量の灰黄褐色粘質土ブロック

が詰め込まれていた。SK-7の平面プランは長径78cHl・ 短径57cmの楕円形を呈し、深さ34cHl

を測る。壁面は垂直に立ち上がり、内部にはSK-6と 同様に直径10cm前後の灰黄褐色粘質

土ブロックが充填されていた。底面直上より土師器片が出土 した。 sB-1は 、桁行 2間

(3,7m)。 梁間 1間 (2.5m)の東西棟掘立柱建物であり、柱穴の掘方プランは、径23～ 37cm

の円形を呈し、深さ23～ 30cmを 測る。遺物包含層の出土遺物は弥生土器・土師器 。須恵器な

どの小破片であり、コンテナ約 1箱分であった。土師器が最も多く、弥生土器がこれに次ぎ、

須恵器はごく少量である。

Jヽ結 検出された遺構より判断すると、当地点は集落の縁辺部に相当するのではないかと推

測され、本遺跡の北東に近接する釜ノロ遺跡で確認された弥生時代後期の集落範囲を考える

上での一資料にもなるであろう。
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七ノ坪遺跡

1.所 在 地 松 山市小坂 2丁 目

471--11也

2.調査年月日 平成元年 6月 27日

～8月 5日

3.調 査 面 積 847m2

経過 当遺跡は、松山平野を西流する石手川の左岸約300mの扇状地上に位置する。西方約

300mに は、昭和62年の調査によって弥生時代後期の集落および、奈良時代の掘立柱建物が

検出された中村松日遺跡、さらに北西200mに は、古墳時代中期を盛期として弥生時代から

平安時代に至るまでの複合遺跡、素鵞小学校遺跡をはじめとして、弥生時代中 。後期の中村

遺跡、後期の中村長正寺遺跡、小坂釜ノロ遺跡等、各時代にまたがる数多くの遺跡が周辺に

分布している。民間開発に伴なう試掘調査を同年 3月 に行い、溝状遺構を検出するとともに、

須恵器、土師器を包合する土層が確認されたため、上記の期間本格調査を行った。

遺構 。遺物 遺物包含層は、第7層 暗褐色シル ト、遺構は溝 3条、土墳 3基、柱穴37基で、

この第 7層下面の黄褐色シルト面で検出された。ただし溝SD-1は 、後の土層観察によっ

て、第 7層 を切っていることが確認されている。したがって、これらの遺構群のなかでこの

SD-1が 最も新しいものである。SD-1は 調査区の北西四半分の区域で直舟にL字状に

検出されているが、ほぼ方位に沿っている。幅 2m、 深さ20～ 40cHlを 測 り、U字または、逆

台形状の断面をなす。一応、溝として扱ってはいるが、溝内と同じ覆土が区画内の部分にも

被っており、また、この覆土には地山と同じ黄褐色シル トがブロック状に入っていることか

ら、人為的に埋められ、また、盛られた可能性がある。何らかの地業が行われたのかもしれ

ない。覆土からの遺物の出土はなく、時期は不詳であるが、第 7層 を切ることから8世紀以

降のものである。SD-2は 自然流路であり、SD-1に切られている。他に柱穴、土坂等

が点在するが、建物を復元することはできなかった。また、土媛からの遺物の出土もなく、

したがって図示した遺物はすべて包含層からの出土である。主体は7世紀末から8世紀代の

須恵器で、陶硯を一点出土している。底部ヘラ切 りのロクロ土師ヌ片が若千出土しているが、

現在のところ当地域では、黒色土器、灰釉陶器との遺構内での共伴関係から、 9世紀末から

10世紀前半に比定される例が最古例である。

小結 素鵞小学校遺跡の調査の時点で、中村 1丁 目を中心として濃密に分布していた弥生時

代中・後期の遺物分布が東寄りに次第に希薄になることはある程度予測されていたが、今回

図 1 調査地位置図

-60-



の調査によって、さらに南東に位置するこの地域が弥生時代に関しては全 くの空白地帯であ

ることが改めて確認された。国道11号バイパス関連調査および、その後の周辺地域の試掘デー

タを総合してみると、中村遺跡とその南方約1.5kmの釜ノロ遺跡の間には当該期において、

北東から南西にかけての低地部分が存在することが半J明 しつつある。当遺跡は、この低地の

北縁辺部付近にあたると思われ、したがって当遺跡は集落内における一部の空白地域という

ものではなく、中村弥生遺跡の南東限に近い部分にあたるものと考えられる。周辺地域のさ

らなるデータの積み重ねによって、弥生期の遺跡の動態、旧地形等、より詳細な事実が明ら

かとなろう。また、包含層とはいえ奈良時代の遺物の出土により、出土遺物の年代幅の広さ

(弥生前 。後期、古墳中期、奈良・平安時代)が時期比定を困難にさせていた素鵞小学校遺

跡の掘立柱建物群の時期にも間接的な示唆を与えるものと評価できる。中村松田遺跡の奈良

時代掘立柱建物も含めて、当該期に盛期を持つ集落が存在したことはほぼ間違いなかろう。

白鳳寺院址中村廃寺の具体的位置も含めて、当遺跡周辺に残された課題は多い。

(栗田茂敏 。大森一成)

0                5m
l― ― ―

図2 遺構配置図
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釜ノ

1.所 在 地 松山市小坂 4丁 目19

--5

口遺跡 7次調査地

2.調査年月日 平成 2年 5月 1日 ～

7月 13日

3.調 査 面 積 707m2

図1 調査地位置図

経過 国道11号線の石手川にかかる永木橋より南方約300mに本遺跡は位置する。周辺に拓

南中学校遺跡、釜ノロ遺跡、中村松田遺跡などが点在し弥生期の竪穴式住居l■や溝など集落

にまつわる多数の遺構が検出されている地域である。平成元年10月 、松山市指定「釜ノロ遺

物包含地」内におけるマンション建設に伴い試掘確認調査を実施 したところ、住居址、土渡、

ピットを検出したため、上記の期間本格調査を行った。

遺構・遺物 竪穴式住居址 4基、ピット25基の遺構と石鏃、石斧、石庖丁、ガラス玉 3点、

ほかに弥生土器200点 などの遺物を検出した。 1号竪穴住居址は、東西5.3m、 南北5,2mの

円形プランを有し、上面は削平されてはいたものの壁高10cmを 残 し、壁面より30～ 40cmのベッ

ド状を形成する焼失住居である。住居l■内における炭化木材の残存状況は良好で、放射状に

倒れた様相を明確に残している。この炭化材に混じって炉跡からは、ガラス玉、高必などの

弥生土器を検出、また床面より検出した柱穴 4基の中からは、直径15cmの 九い柱材が焼失を

免れ残存しており、その柱表面には手斧を使ったと思われる加工痕が丁寧に施されていた。

2号住居址においては、南半分のプランを確認、東西6.4mの 隅九方形で20～ 50cmのベッド

状を持ち、炉跡からは 1号住居址と同様にガラス玉を検出した。この住居lJLも また、炭化材

や焼土の確認によって焼失住居と考えられ、2基の柱穴からはやはり2本の柱材を検出した。

そのうち、 1本は角材であった。北側半分は調査区外となる。 3号住居l■ もまた、東半分の

みの検出であったが、出土遺物などから焼失住居と思われ、 1辺 5mの方形プランの中央部

炉跡からはガラス王を検出している。最後に4号住居l■ は、 3号住居址を切る形で造られて

おり、床面から柱穴の確認はされなかったものの、土墳 (炉跡)な どに焼け残った木材があっ

たことから他の住居址と同じく焼失住居と推察できる。なお、床面よりさらに下層で、AT
火山灰を確認したことを付記しておく。

Jヽ結 本調査において生じた課題は3点。ひとつには、住居が何故焼失したのか。二つには、

3点出土したガラス玉すべてが何故住居址内の炉跡から検出されたのか。三つには、弥生住

居の復元である。 1号住居址の資料をもとに松山地方における弥生住居の復元が可能なもの

と考えられ、今後の調査によって、これらの問題点を解明していきたい。(高尾和長・真木 潔)
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図2 遺糖配置図

図 3 SB-1炭 化材検出状況
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西天山遺跡

在 地 松 山市小坂 5丁 目

336--3、 338--3

2.調査年月日 平成元年 9月 20日 ～

11)]16日

3.調 査 面 積 1,208m2

経過 小坂 5丁 目遺物包含地における宅地開発に先立ち、試掘調査を実施したところ、ピッ

ト・土媛・滞状部分を検出すると共に弥生土器片 。須恵器片が出土した。協議の結果、約 2ヶ

月の予定で事前発掘調査を行うこととなった。

本遺跡は松山平野東部の沖積低地に立地し、標高約23mを測る。すぐ南隣を伊予鉄道横河

原線が走り、北東約150mに榎田遺跡 (P.58～ 59)が位置している。

選構 。遺物 基本層序は、第 I層表土 (耕作土)。 第Ⅲ層明褐色土 (床土)。 第Ⅲ。第Ⅳ層

灰褐色土 。第V層茶褐色土 。第WI層 黒色土である。旧地形は北から南へ緩やかに傾斜し、地

表より灰白色シルト層 (地山)ま での深さは北側で約40cll、 南側で約0.7～ lmを測る。

検出された遺構は、ピット49基・土媛16基 。溝 3条である。ピットは径20～ 30cm。 深さ10

～20cmの ものが多い。SK-1の平面プランは長さ3.8m。 最大幅0.9mと 細長く、最深63cm

を測る。底部は西寄りの部分でピット状に約20cm落ち込み、その東西両側はテラス状を呈す

る。SD-1は長さ7m・ 幅40cm・ 深さ10cmを 測り、調査区外へさらにのびる。なお、調査

区中央部と北東部の灰白色シルト層に掘り返されたような顕著な凹凸が認められ、中央部よ

り加工木片 1点が出上した。その他、調査区南東部において旧河川が検出され、調査区の東

端からのびるものは長さ12m・ 最大幅 4m・ 最深0.8mを 測る。

出土遺物は、土師器片 。須恵器片・石鏃 3・ 鉄製品 1・ 加工木片 3な どである。土器片は

第Ⅳ oV・ Ⅵ層より出土したが、その大半は第Ⅳ層出土であり、須恵器片に比べ、土師器片

が圧倒的に多かった。旧河川の最深部の河床より11世紀前半の土師質土器が出土した。

小結 旧河川が検出されたことから、かつては当地点が周辺よりも相対的に低い地形を呈し

ていたと想像され、平安時代中期頃はまだ河川の流れる低地ないしは低湿地であったと考え

られる。当地点に継続的な人間活動が及ぶようになるのは早 くても古墳時代以降であろう。

(藤原敏秀)

図 1 調査地位置図
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のIFり たて

星岡登 立遺跡

1.所 在 地 松山市星岡町 597・

601-1 ・601--3

2.調査年月日 平成元年 8月 18日 ～

9月 30日

3.調 査 面 積 1,124ポ

図1 調査地位置図

経過 本遺跡は、星岡丘陵北方の標高25m～ 26mに位置している。周辺の天山、星岡、東山

等の独立丘陵上には多くの古墳群が、また調査地をとりまく微高地上や微高地縁辺部には、

筋違 。竹ノ下・旗立遺跡等をはじめとして古墳時代を中心とする遺跡群が数多く立地してい

る。

民間開発に伴い確認調査を実施 した結果、須恵器片・土師器片を含む遺物包含層及び土

墳・溝状遺構を確認したため本格調査を実施した。

遺構 。遺物 東西に長い調査区内は、南下がりに傾斜し、南西部は一部攪乱をうけている。

検出された遺構は、掘立柱建物跡 (SB)3棟、溝 (SD)2条、柱穴92基、土媛 1基であ

る。

SB-1は 、梁行 3間、桁行 3間分以上が検出された。削平され、立ち上がりを失ったと

考えられる南西コーナーの柱穴位置では、基底部に据えられたと思われる根石が検出された。

梁行柱間1.5m、 桁行柱間 2mを測る。SB-2は 、北東角 2間 ×1問分を検出した。 SB

-1、 SB-2と もに磁北より10度東西にふれられている。SB-3は、SD-1を切って

検出され、また、この建物に平行してSD-2が 検出されている。このSD-2も SD-1
を切っている。SB-3は、 2間 ×2間の正方形の建物で、柱間は1.8m前後を測る。

SD-1・ 2か らは、弥生式土器・須恵器の細片が出土している。

包含層より、石庖丁 1点、ガラス小玉 1点、弥生時代後期の壺口縁部・器台、須恵器ヌ身・

蓋、甕、土師器などの細片、中世の羽釜口縁部・底部片などが出上している。

Jヽ結 当遺跡周辺は、古くは国道11号線関連、新しくは新設小学校用地として大規模調査が、

その間にも幾つかの調査が行われ、古墳時代中・後期に盛期を持ちながら弥生時代から中世

まで存続した大規模集落であることが明らかになりつつある。本調査で検出された遺構が、

この集落を構成する建物群であることはほぼ間違いなく、集落の南西部へのひろがり、動態

を知るうえでの好資料のひとつとなり得るものである。

-68-
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図 3 出上遺物実測図

図 2 遺構配置図
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筋違G遺跡

1.所 在 地 松 山市福音寺町455

--1、  456

2.調査年月日 平成元年 5月 24日 ～

7月 8日

3.調 査 面 積 1,5461n2

図1 調査地位置図

経過 本調査地の位置する福音寺地区は、竹ノ下遺跡、筋違A～ F遺跡等をはじめとした弥

生時代から中世にいたる遺跡群の集中する地域である。また、周辺に点在する独立丘陵上に

は、天山、星岡等の古墳群が分布し、南東にひろがる来住台地上には久米高畑遺跡、来住廃

寺等の官衡関連遺跡、寺院址を中心に縄文時代後期から古代の遺跡が分布している。調査地

は、伊予鉄道福音寺駅南西150mの 国道11号線星岡交差点東側、海抜27mの微高地上に立地

する。民間開発にともなう緊急発掘調査である。

遺構 。遺物 調査は、排土の関係で東側の 1区、西側の 2区の 2調査区にわけて行った。調

査地は、北下りの緩傾斜をなすが、調査地南部は地山面まで削平を受けている。比較的遺存

状況の良好な調査地北部の層序は、第 1層灰色粘質土 (水田耕土)20cm、 第 2層黄褐色土 (水

田床土)5～ 10cm、 第3層 暗褐色土 (遺物包含層)15～ 20cm、 第 4層黄色シル ト (地山)と

なっている。検出された遺構は、竪穴住居址 4棟、掘立柱建物 3棟、土壊 5基、井戸 2基、

溝 2条、敷石状遺構 1基である。竪穴住居址は4棟 ともに2区で検出された。これらのうち

SB-2は 、4.5× 5。 2mの隅丸長方形のプランで、やや南西に偏った位置に4本の主柱穴を

持つ、壁高 5 cmを 測り、周壁滞は持たない。出土遺物から弥生時代後期の遺構である。その

他の 3棟の竪穴式住居址は、 2区北部でそれぞれ切 り合って検出された。いずれも方形ない

しは隅九方形であるが、調査区の限界のため、詳細な構造を明確にするまでには至らなかっ

た。最も新しいSB-4か らは5世紀末の須恵器メ身を出土 しているが、その他については

僅かな細片のみの出土である。掘立柱建物は、 1区でSB-5。 6が、 2区でSB-7が検

出されている。SB-5は 1間 ×2間の東西棟で、桁行、梁行ともに柱間2.2mを 測る。 S

B-6・ 7と もに一部のみの検出である。SB-6は柱間 lmの小規模な建物で、北西コー

ナー部が検出されている。また、SB-7は桁行北辺の 3間分を検出した。柱間1.8m、 柱

穴径60～ 70cHlを 測 り、本調査検出の掘立柱建物のなかでは最も大規模なものである。これら

の建物は、柱穴内より底部糸切 りの土師皿、瓦器椀等を出土しており、13世紀代を遡るもの

ではない。また、 2基の井戸もこれら掘立柱建物と同時期のものと考えられる。敷石状遺構
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図 2 遺構配置図

SX-2も 同時期の遺構であるが、遺構としての性格を明確にすることはできなかった。東

西に帯状に延びる浅い窪みの中に、拇指大から攀大の河原石が敷きつめられており、道路の

可能性もある。

小結 本調査検出の遺構群は、この福音寺地区の微高地に弥生時代後期以降、中世まで営ま

れた大規模集落の一角を構成するものである。今回の調査では、特に瓦器、土師器等の中世

遺物の比較的良好な状態での出土が成果のひとつとしてあげられる。

(山本健―)

ら
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筋違 H遺跡

1.所 在 地 松山市福音寺町428、

429--4

2.調査年月日 平成元年 7月 4日 ～

9月 17日

3.調 査 面 積 1,540m2

図1 調査地位置図

経過 本調査は、松末遺物包合地内における宅地開発に伴う事前調査である。松末遺物包含

地内には調査地南西36mの地点に筋違 E遺跡、調査地北西に隣接 して筋違 F遺跡があり、主

に弥生時代から古墳時代の生活関連遺構と遺物を確認している。調査地南西750mに は星ノ

岡、天山、東山の独立丘陵を核とする遺跡群、北東1,000mに前方後円墳の経石山古墳がある。

枝松遺物包含地は石手川中流域左岸と小野川右岸に挟まれた洪積台地上にある。本調査地は、

この洪積台地上南西、標高30mに位置する。

遺構・遺物 調査地は、調査以前は耕地整備された水田であった為、耕作時の削平を受けて

おり、遺物包含層 (黒灰色シル ト)は調査区南側1/3を残すのみで、他は耕作上を除去する

と遺構検出面であった。全体的に南に下がる地形であった。基本層序は (図 2)、 第二層が

耕作土 (現水田)、 第Ш層が水田床土であり、第Ⅲ層は暗灰色シルト、第Ⅳ層は灰褐色シル ト、

第V層 は灰茶褐色シルト、第Ⅵ層は黒灰色シル トで15～ 25cmの 堆積を測る。本層が遺物包含

層である。第Ⅶ層は黄褐色シルトで地山である。遺構は、第Ⅵ層からの掘 り込みであり、第

Ⅶ層におよんでいる。検出遺構は、竪穴式住居址 8棟、掘立柱建造物10棟、土壊36基、溝 3

条、ピット400基余りである。遺物は、第Ⅵ層及び遺構内からの出上であり、土器 (弥生時

代後期～近世)、 石器 (ナ イフ 1点、石鏃 1点、フレーク、チップ、石斧片)、 鉄器 (鉄鎌、

鉄片)、 玉類 (勾玉 2点、管玉 1点、ガラ

ス玉 3点、小玉 1点 )、 土製品 (紡錘車)

がある。SB-2に先行するSK-4、 S

K-15は、壁面が焼成を受けており、覆土

に炭化物の面が一層かんでいた。またSD

-1は、48～ 136cm、 深さ22～ 38cHlを 測り、

断面は逆台形状を呈す。又、調査区東の S

D-2は幅26～ 54cm、 深さ12cmを 測る溝で、

隣接するI調査区のSD-1に 続 くものと

Ｉ

Ｈ

Ⅲ

Ⅳ
一Ｖ

一
Ⅵ

H 29.500m

S=%IⅦ  黄褐色シルト

図2 基本層序

I 耕作上    15～ 20Cm

H 床±      5～ 8Cm

Ⅲ 暗褐色シル ト  6～ 0。 n

Ⅳ 灰掲色シル ト  6～ 10Cm

V 灰茶掲色シル ト 8～ 15Cm

Ⅵ 黒灰色シル ト 15～ 25Cm
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図 3 遺構配置図

思われる。注目すべき遺物として、SK-30内から韓式系須恵器重の上半部が出土した。又、

掘立柱建物跡を構成している柱穴SP-430内 から勾玉 1点 を出土している。又、包含層か

らの出上であるが、瀬戸内地域特有の横長象J片素材のナイフ形石器ではなく、縦長の剖片素

材の基部にブランティングが施された子J片尖頭器的様相を持つナイフ形石器 1点がある。

調査区東側中央にて検出された 2号住居址 SB-2(図 4)は、平面形は方形で一辺6.2m

を測る。耕作時の削平を受けており、壁高 9 cmのみの遺存であった。主柱穴は4基 を確認し

ており、柱穴間は3m～ 3.5mを 測る。柱穴埋土は黒灰色上であった。炉址は北側中央に位

置 していたと思われ、長楕円形プラン (76cm× 128cm)の 焼土塊及び炭を確認している。床

面直上より土製の紡錘車 1点が出上している。埋土は、黒掲色土である。

Jヽ結 今回の調査で検出された遺構は、古墳時代中期から後期を中心としており、福音寺周

辺の大集落の一角をなしている。また、この調査によって韓式系須恵器壺の出土をみたこと

坤団 〇

０
　
・９

°  ① 00
懲SB,θ

始
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SP-201

H  29.50Cm

(S=!:80)

図4 SB-2平 ・断面図

10Cm

(S=I:4)

図5 SB-2出 土遺物実測図

は大きな成果のひとつであった。この地域は、当平野でも最も古い時期の須恵器を多く出土

する地域であり、これを実機に既往の調査の遺物についても再度掘りおこしの必要があろう。

(武正良浩)
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掘立柱建物一覧表

靱

号
選
番 規模(間 )

桁 行 梁 行 沐 回 槙

(ド )
備   考葵 長 tcm) 柱間寸法(cm) ヨ己

`己

(cm) 柱間寸法 (cm)
ユ 2× 1+α と59・ 180 210・  60 一部未検出

3× 2 550 180,186・ 183 225,213

4× 2 174 ・ 150。 171 ・ 168 234・ 195

2× 2 420 231・  189 345 159・ 186

2× 1 201 ・ 174 234

6 2× 2 335 189  144 335 180  153

7 2× 2 204・ 228 150・ 201

2× 2 249・ 201 216・ 213

｀
｀
＼
ヽ
、

1_____|!::::iィ

チ
チ

'′

塾

|.、     0                 10                20Cm
t

図6 出土遺物実測図
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筋違 I遺跡

1.所 在 地 松山市福音寺町429

--1

2.調査年月日 平成元年10月 2日 ～

11月 11日

3.調 査 面 積 462ポ

図1 調査地位置図

経過 本調査は、松末遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。本調査区は、

筋違 H遺跡北東に隣接 しており、標高29.5mに 位置する。

遺構・遺物 調査前は水田であった為、耕作時の削平を受けており、遺物包含層 (暗褐色土)

は調査区南側に一部を残すのみで、他は耕作土を除去すると遺構検出面 (礫混じりの黄褐色

土)であった。基本層序は (図 2)、 第二層耕作土、第Ⅱ層水田床土、第Ⅲ層黄褐色土が地

山となっている。検出遺構は、竪穴住居l■ 1棟、掘立柱建物跡 2棟、土壊 7基、溝 2条、ピッ

ト154基である。竪穴住居 (SB-1)は 、調査区南西隅に位置し、1/4を 検出した。住居址

内からは北壁に幅 6～ 36cm、 深さ5～ 10cmの 周壁溝を検出した。出土遺物は、床面直上から

頸部に断面三角形の突帯を貼 り付けた壺の破片、石庖丁 1点が出土し、弥生時代後期後半に

比定される。掘立柱建物跡 (SB-2)は 、調査区東側に配置する東西棟で、梁間 3聞 (5m)、

桁間 4間 (7m)を 測る。柱穴プランは円形及び楕円形で径40～ 80cm、 柱痕は径 8～ 15cHlを

測る。柱穴内からは須恵器片、土師器片が出土した。掘立柱建物跡 (SB-3)は 、調査区

南西に位置する2間 ×2間の建物である。又、調査区西のSD-1は幅16～ 36帥深さ10cHlを

測る溝で、H調査区の東端検出の溝の延長と思われる。出土遺物は、弥生時代中期から古墳

時代のものがある。この他、石庖丁 3点、石斧片 1点、フレーク5点、ガラス河ヽ玉が 1点出

土している。

可ヽ結 本調査ならびに筋違F遺跡、

H遺跡と一連の調査は、福音寺周辺

の古墳時代の集落構造を考える上で

の好資料となるものである。

H 29,70m

墜士_i繁 笙
土
雀:∬

I  Ⅲ
        I II 含礫黄褐色土

(S=|:40)

図 2 基本層序
(武正良浩)

-76-



¶
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
コ
「
日
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
同
Ｊ

Ｅ
Ｏ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

図3 遺摘配置図

0

(S=I:4)

図4 出土遣物実測図
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福音小学校構内遺跡

1.所 在 地 松山市福音寺町362

-1他45筆

2.調査年月日 平成元年 7月 11日 ～

平成 2年 3月 31日

3.調 査 面 積 23,000m2

図 1 調査地位置図

経過 本調査は、平成 3年度開校予定の福音小学校建設に伴う発掘調査である。本調査区は、

松山平野南部、松山城より南東約2.9km、 国道11号線と伊予鉄横河原線に挟まれた低丘陵の

平坦面に立地し、国道11号バイパス調査 。筋違 C～ I各遺跡・星岡登立遺跡・福音寺川付遺

跡など、近年特に調査例が多くなった地域にある。調査区を5区に分け、周辺遺跡のデータ

をふまえ、古墳時代の集落構成の解明を主眼において調査を進めた。

遺構・遺物 調査の結果、竪穴住居址110棟、掘立柱建造物71棟、溝65条、竪穴状遺構17基、

柵状遺構 7条、井戸 3基、土竣150基、性格不明遺構32基、ピット1,looo基 、塚 3基、壷棺

5基など、弥生時代から中世にかけて多数の遺構を検出した。弥生中期後半の遺物で注目さ

れるのは、分銅形土製品である (住居l■内 1点 )。 また弥生後期中頃の遺構で注目されるのは、

大規模な溝と壺棺群と土器溜りである。大溝は調査区西側に幅1.2～ 1.4m、 深さ0.8m、 断

面はU字状で検出長150mを 測る大規模なもので、一丘陵を直線的に区画するものと考えら

れる。また、この溝の南東沿い (5区)に、壺棺が 5基まとまって出上した。この壺棺群の

近辺には10m× 8mの範囲で土器溜りが検出された。また、古墳時代の竪穴住居l■や掘立柱

建造物跡は、松山平野での須恵器出現前段階の住居JIで集落を構成しているものと、それ以

降の住居址で集落を構成しているものの大きく2つに分けられる。後の段階の竪穴住居址に

は、造 りつけのカマ ドが多く見られる。古墳時代の遺物で注目されるのは、県内で 6例 目と

なる子持勾玉の出土である。

小結 本遺跡は、弥生時代から中世まで続く複合遺跡であった。特に、弥生時代後期から古

墳時代にかけての遺構 。遺物が多く検出された。また、 2区で検出された布掘状遺構は、近

辺の筋違E遺跡 (注 1文献)からも検出されており、利用方法、構築方法など検討が必要な

遺構だと思われる。

(注 1)F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』

猛r「I"＼11蒲 i!持‐
イ
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ばんじようぶ

繁 成分遺跡

1.所 在 地 松山市今在家町272

--1

2.調査年月日 平成元年 2月 27日 ～

5月 28日

3.調 査 面 積 1,157.12m2

図1 調査地位置図

経過 松山平野を西流する小野川と重信川の間にひろがる沖積地は広範囲の氾濫原となって

いる。この沖積地の一角、今在家遺物包含地内における宅地開発にともない試掘調査を行っ

た結果、弥生時代後期の遺物包含層が確認された。この試掘結果をふまえて上記の期間本格

調査を行った。西方400mに は弥生前期の壷棺墓や古墳時代の住居址を検出した石井東小学

校遺跡が知られているが、この包含地内における調査例は決して多いものではない。

遺構・遺物 現耕作面床上の下層に第 3層黒褐色シルトが25～ 30cm堆積 しており、この層が

包含層となっている。遺構は、この第3層 下面の暗緑褐色シルト層を基盤面として検出され

た。このシルト層は下位に向けて漸移的に砂質を帝び、その下層には拇指大から李大の円礫

が堆積しており、この沖積地が氾濫によって形成されたことを物語っている。検出された遺

構は弥生後期の土器溜 1基、時期不詳の集石遺構 2基、自然流路 6条である。土器溜は長径

2m、 短径0.5mの三ヶ月状の平面プランを呈し、深さは20cmを 測る。弥生後期の奏、刻ヽ型鉢、

高ヌ脚等を出土している。集石遺構は調査区の北寄りの弥生後期の包含層下層で検出された。

それぞれの集石内より縄文期と考えられる礫器を1点ずつ出上している。

小結 本調査によって検出された弥生後期土器溜の遺物出土状況は比較的安定してはいるも

のの、調査区内において有機的関連をうかがえる遺構は認められなかった。また、集石遺構

及び、集石内出土の礫器についても現段階で時期云々をはじめ、資料的な評価を下すには早

急に過ぎるものと考えている。ただ、近年になって東方の来住台地縁辺部において縄文後、

晩期の遺物を出土する遺跡、森元遺跡、片廻りⅡ遺跡等が知られるようになってきており、

このような集石遺構が必ずしもこの地点において忽然と出現したのではないであろうという

見通しは持てる状況にある。周辺地域は、今後急速に宅地化汚ヾ進行するものと予想される。

調査例、資料の増加を待ちたい。

-80-

(栗田茂敏・高尾和長)



時
Φ

い
〇
―

ぎ
つ
っ。F 。

ο に も

蝶
∪

砲

辞
ぜ

濠

Ｓ
　
　
０

|

図 2 集石遺構 SX-1

O              Im

「

T¬ TT¬ rす 一 ― ― ― 一 ― 司

Cm

図3 SX-1出 土石器

-81-



中ノ子 I遺跡

1.所 在 地 松 山市南土居町304

--3

2.調査年月日 平成元年10月 4日 ～

10)]26日

3.調 査 面 積 426.58ポ

図1 調査地位置図

経過 当遺跡は、松山平野の東部にあって、平野部を西流する小野川、重信川などの河川に

より形成された沖積地の中央部に立地する。調査地は、古 くは久米村大字土居小字中ノ子に

在って、白鳳寺院lkの中ノ子廃寺址とされるところで、標高36m～ 37mの 田園地帯に位置す

る。明治末頃までは土壇も存在 したといわれ、その礎石の一部が調査地の西方100mの五十

鈴神社の拝殿付近と、境内に今も置かれている。調査は、農耕地の宅地変更に基づく、事前

調査である。

遺構 。遺物 耕作土下、20mに基盤面があり、掘立柱建物址 6棟、溝状 7条、柱穴21基を検

出した。建物l■の平面プランは、SB-1か らSB-4ま で順に、 2× 3間、2× 2間、 1

×3間、 1× 3間 となる。SB-5、 SB-6はその一部が検出された。これら建物群は、

SB-1と 3、 4と 5、 2と 6と いうように主軸方向により3グループに分類でき、建造時

の時間差が考えられる。柱穴径は50cm～ 70cmの ものが多くみられる。溝状遺構のうち、SD

-1と 4は逆 L字状に曲折し立ちあがり高 4～ 5 cmを呈している。この 2条の滞は他の溝と

は性格を異にしており、区画溝と考えられる。SD-7は深さ7～ 12卿 を測り、中間部がや

や深く西流する流路で、祭大の河原石20箇余りとともに弥生後期の壼底部、須恵器甕、土師

器の各細片が出土している。遺構の調査終了後、調査地東端に南北 トレンチを入れた結果、

遺構面より70釦下層に李大の礫層の堆積がみられ、本調査地が氾濫原に立地していることが

あらためて確認された。

小結  石田茂作氏の『飛鳥時代寺院址の研究』には「松山市の東南 1里余り……台地にお

いて一帝に古瓦の散布をみる。」とあり中ノ子廃寺の存在を示されているが、今回の調査に

おいては、それにかかわる古瓦等の検出はみられなかった。本調査検出の遺構も寺院との直

接の関連を示すものではなく、廃寺そのものに関しては、課題として今後に残された。

:ir'■‐1
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今在家遺跡

1.所 在 地 松山市今在家町55・

70,71・ 72

2.調査年月日 平成 2年 11月 3日 ～

12月 28日

3.調 査 面 積 2,016m2

経過 今在家遺跡は、久米高畑遺跡 1次～20次、来住町遺跡 1次～ 3次、来住廃寺寺域確認

調査など多くの調査が行われてきた来住舌状台地南西端より西方約500mの沖積平野上に立

地する。本遺跡西600mの石井東小学校遺跡 (日召和52年度調査)では、弥生時代前期の五棺と、

古墳時代前期の竪穴住居址、古墳時代中期の周溝を伴う円墳を検出している。また、北 l km

には弥生時代～古墳時代の遺跡が分布する星ノ岡丘陵が所在する。

本調査は延長360mの道路新設に伴い立会調査を行った結果、遺構、遺物を確認した140m

の区間について行った緊急調査である。

遺構・遺物 調査区は耕作時の削平の為、包含層は見当たらなかったが、耕作土直下の黄灰

色土上面より、竪穴住居址 1棟 (SBl)、 土墳 2基 (SKl・ 2)、 溝状遺構 7条 (SDl
～7)を検出した。隅丸方形を呈する住居llL(SBl)は 北西コーナー部分の検出ではあっ

たが、周壁溝と主柱穴 1基 とともに壺、甕、器台が出土している。また、土壊 SK2は溝 S

D2に切られているが一括して多量の遺物が出土した。器種は複合口縁重、甕、器台、高邦、

台付壺、石器では石庖丁 1点を検出しており、当該期の土器編年に有効な資料となるもので

ある。本調査地の溝については、溝底に砂礫層を認めるのはSD5～ 7の 3条であり、明ら

かに流路と思われるが、他の溝については砂礫層がなく、埋土は褐色上の単一層である。こ

の他、調査区に沿って南北に延びる溝と、これに並列するピット列を検出しているが近世以

降の遺構と思われる。

小結 本遺跡で検出した遺構の時期につして

は、出土遺物から竪穴住居l■ SBlは弥生時

代終末～古墳時代初頭、土娠 SKl。 2は弥

生時代後期中葉～後葉、溝SDl～ 7は古墳

時代中期～後期である。土媛 SK2は 、台付

壺、器台、高堺など供献遺物が多いうえ、石

庖丁の出土もみており、農耕祭祀に伴う遺構

図 1 調査地位置図

６
口
Ｈ
Ｈ
〕

図2 SK-2出 土石庖丁
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であると思われる。なお、土娠SK2出上の台付壺は天山北遺跡 (昭和46年度調査)に出土

例がある。また、石井東小学校遺跡で古墳時代前期の住居l■ を検出している事から、本遺跡

周辺には弥生時代終末～古墳時代初頭にかけて集落の広がりが想定される。 (相原浩二)

―
r

図3 遺構配置図

O                 10                 20Cm

SK-2出 土遺物実測図
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古屋敷遺跡 C調査地

1.所 在 地 松 山市久米窪 田町

844-1他

2.調査年月日 平成元年 6月 5日 ～

8月 10日

3.調 査 面 積 1,035m2

図1 調査地位置図

経過 本調査は、鷹ノ子遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。調査区は、

松山平野北東部の低位段丘 (来住台地)の南東縁、標高47m上に立地する。調査区東北東100m

に久米窪田古屋敷遺跡 (弥生 。7C)、 西北西120mに久米窪田森元遺跡 (縄文後期・ 7～ 10

C)がある。

遺構・遺物 層序は、第I層表上、第Ⅱ層水田床上で地表下35cllま で開発が進んでいる。第

Ⅲ層明褐色シル トは古墳時代～中世の遺物を包含する。第Ⅳ層暗褐色シルトは弥生時代の遺

物を包含する。第V層黄色シルトは無遺物層である。調査区南西部では、第Ⅳ層が検出され

ず、第V層上に第Ⅲ層力Ч佐積する。さらに、第Ⅲ層下部は調査区内において、ほぼ同じレベ

ルを測る。このことは、第Ⅲ層堆積前に当地においてなんらかの耕地整備が行われたことを

推察させるものである。

遺構は、第Ⅲ層上面で中世の溝 3条 (SDl～ 3)を、第Ⅳ層上面で弥生時代の溝 1条 を

W  E L=4■1∞ m

第 I層 表上、第H層 水田床上、第Ⅲ層 明褐色シルト(古墳～中世)、 第Ⅳ層 暗掲色シルト(弥生)、

第V層 責色シルト、①黒色～黒掲色シルト②明灰色砂 ③青灰色粗砂(I～ 3Cnの 小角礫を含む)

図 2 土層図
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検出した (図 3)。

SDl 調査区の東端に位置する。断面「凹状」で幅80cm、 深さ20cmである。溝底は平坦

で、南から北に緩傾斜 (比高差14cm)を もつ。遺物の検出はない。

SD2 SDlの 西2.5mに位置し、SDlに平行である。断面「凹状」で幅80cm、 深さ12cm

である。溝底はやや中央が凹んでおり、南から北に緩傾斜 (比高差 9 cm)を もつ。出土遺物

は、土師器界の破片 (中 世)が少量ある (図示せず)。

SD3 調査区の北端に位置する。断面「凹状」で幅80cm、 深さ12cmである。溝底は平坦

で、東から西に緩傾斜 (比高差 8 cm)を もつ。出土遺物は、土師器の細片が数点ある。

SD4 調査区の南及び西に位置す

る。調査区の南西部でほぼ直角に屈曲

する。断面は、ゆるやかな「U字状」

で幅3.6～ 5,7m、 深さ80cmを 測る。埋

土は (図 2)三分層され、下層は青灰

色粗砂層で 1～ 3 cllの小角礫を含んで

おり、この溝が水利に関連する遺構で

あることがわかる。上層と中層の境に

厚さ2～ 3 cmの炭層が全面にみられ

全測図
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＼/

7

O                 10                20Cm

(S=|:4)
図4 SD-4出土遺物実測図

た。残存する木片を観察したが、加工痕もなく自然木であり、流木が炭化して形成されたも

のと考える。遺物は南側中央部の上層、2.8× 1.6mの 範囲で弥生時代前期後半の土器片 (細

片)が、西側北部の中層下部に7.1× 6mの範囲で弥生時代中期後半～後期初頭の上器片 (図

4)が集中して出土した。この二地点以外では下層に石庖丁 1点が出土しているが、この外

には遺物の出土はない。弥生時代前期後半の土器片は細片で散乱した状況であり、流れ込み

の様相が強い。一方、弥生時代中期後半の土器片は、破片は大きく、磨滅も著しくなく、群

集して出土しており、破損品の一括投棄の可能性が強い。本遺構の時期は弥生時代中期後半

～後期初頭とする。

Jヽ結 本調査では、弥生時代と中世の遺構と遺物を確認した。

弥生時代の小野川低位段丘 (来住台地)上には、来住遺跡、久米高畑遺跡、鷹ノ子遺跡等

があり、弥生時代を通じ集落が継続的に営まれていたことが近年の調査で具体的に明らかに

なってきた。中期後半の集落関連遺構は、鷹ノ子遺跡で土媛 2基 (SKl、 S K15)が報告

されているにとどまっており、本例のSD4は当地域の中期後半の集落研究にとって貴重な

資料となるものである。さらに、SD4は低位段丘の南東縁に位置すること、最大幅5.7m

の規模を有すること等より環濠の可能性が高い。松山平野の中期後半の溝 (環濠)は、祝谷

六丁場遺跡で確認されているだけであり、SD4はこの点においても貴重な資料といえよう。

中世の当地域の集落関連遺跡には、鷹ノ子遺跡、久米小学校遺跡等がある。本調査のSD
l～ 3は、形状・規模・埋土等において、酷似しており、同時代のものと考える。ただし、

性格や遺構の関連性は不明である。本例は、低位段丘上の中世集落の南側の広がりを知る資

料であり、今後の同地域の基礎資料となるものであろう。

(梅木謙一 。宮内慎―)
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写真 1 遺構検出状況 (北 より)

写真 2 SD-1検 出状況

(北東より)
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写真 3 調査状況 (東 より)



1.所 在 地 松山市鷹ノ子町94-

3

2.調査年月日 平成元年 4月 10日 ～

5月 13日

3.調 査 面 積 289m2

経過 本調査は、鷹ノ子遺物包含地内における宅地開発に伴う事前調査である。鷹ノ子遺物

包含地は、松山平野北東部にある所謂来住台地の東縁部にあり、本調査区は包含地内の44.5m

に立地する。来住台地は、平野内において有数の遺跡地帯であり、久米窪田V遺跡 (ナ イフ

形石器出土)、 久米窪田森元遺跡 (縄文後期一括資料)、 来住V遺跡 (弥生前期末～中期初頭

の環濠)、 久米高畑遺跡群、来住遺跡群 (古代集落)等が知られている。

遺構 。遺物 層序は (図 2)第 I層表土、第Ⅲ層水田床下で地表下25mま で開発が進んでい

る。第Ⅲ層暗褐色シルトは遺物包含層 (弥生～中世)であり25釦の堆積である。第Ⅳ層黄色

シルト及び第V層灰白色粘土は無遺物層である。

遺構は (図 3)Ⅲ層上面及びI層上面にて掘立柱建造物 7棟、溝状遺構 3基、土墳 6基、

ピット277基他を検出した。SK-3以外は遺構中に遺物がほとんどみられず、各遺構の時

期や性格は不明である。ただし、掘立柱建物及びピットは方位・埋土により少なくとも3グ

ループに分けられる (図示せず)。

SK-3(図 4)は調査区の北東隅に位置する。平面形は、隅丸長方形で西側がややひろ

がる。床面で長さ185cm、 幅70～ 80cm、 深さ12cllを 測る。近現代の造成工事のため遺構上部

は削平されている。床面の東側で木口痕跡をわずかに確認した。出土遺物は、床面直上の黒

色土 (粘質強い)よ り和鏡一面、

掲色土 (黄色混り)よ り土師器

の鋼 1点、土師器堺 1点、釘 6

点がある。和鏡は、遺構の中央

部の床面直上の位置でこなごな

に割れた状況で出上した。土師

器の鋼は西端で一部を欠いた状

況で、土師器界は東端で完形で

出上した。

鷹ノ子遺跡 1次調査地

L=44おOom

I

H

III

Ⅳ

V

耕作上      0～ 12Cm

水田床土     12～ 5Cm

嗜掲色シル ト   18～ 22Cm

(遺物包含層)

黄色シル ト (地山)20～ 24Cm

灰白色粘土

ls老

図2 基本層序

図 1 調査地位置図
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図3 遺構配置図
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① 掲色シルト ③ 黒色粘質上

② 掲色シルトに黄色上混入

図 4 SK-3平 ・断面図
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L=44350m

0                5 Cm

(S=I:2)

図5 SK-3出 土遺物

釘は、主軸を中心に姑称的位置にて出土した。和鏡は (図版22)、 人稜鏡で直径7.4cmであ

り、内区に、草文をもつ。本遺跡は、遺物やその出土状況他より平安時代後期 (10C代)の

木棺墓と考える。

小結 本調査では、木棺墓と古代～中世の集落址の一部を確認した。特に平安時代の木棺墓

の確認は平野内では例がなく、本例は松山平野の古代墓研究の基礎資料となるものであり重

要な資料といえる。また、掘立柱建物の検出は、来住台地の東部地域の古代～中世の集落構

造を考えるうえでの好資料となるものである。

(梅木謙―・宮内慎―)
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鷹ノ子新畑遺跡

1.所 在 地 松山市鷹 ノ子町582

--2

2.調査年月日 平成元年10月 4日 ～

10月 16日

3.調 査 面 積 44.5m2

経過 本遺跡は、来住台地上の遺跡範囲として北東の一角をなし、標高48mに位置する。北

方に連なる丘陵上には、芝ケ峠・五郎兵衛谷古墳群等の古墳群が分布し、南400mに は縄文

時代後期から中世にかけての久米窪田遺跡、南西約500mに は古墳時代の掘立柱建物 3棟を

検出した久米小学校遺跡、更にその西方約500mには国指定史跡来住廃寺跡がある。

個人住宅建築に伴い国庫補助事業として試掘調査を実施した結果、第 1層造成土・第2層

旧耕作土・第 3層 暗灰色シルト・第4層黄灰色シルトの層序が確認された。包含層である第

3層からは、弥生土器片・須恵器片等が出土し、第 4層上面において、溝状・柱穴遺構を確

認したため原因者の協力を得て本格調査を実施した。

遺構 。遺物 検出遺構は、方形竪穴住居跡 1棟、溝 3条 。柱穴12基である。住居跡は、東西

の溝 2条 を切る状態で検出された。一辺約 3m、 壁高10cmを 測る。周壁溝、主柱穴は検出さ

れなかった。床面よリヌ蓋 1点を出土している。

東西溝 2条のうち、北側の溝SD-1は、緩やかに北東に曲がり、南側の溝SD-2は、

方形状に南に曲がる北東隅が確認されている。南北溝SD-3は、住居跡に平行して検出さ

れた。溝 3条 ともに埋土は暗灰色シル トである。滞 。柱穴とも遺物は土器細片のみの出上で

あり、明確な時期を云々することはできないが、少なくとも東西溝 2条は、住居跡に先行す

るものである。

住居跡床面出上の須恵器邦蓋 (図 3-1)は 、器高4.lcm、 日径11,9cmを 測る。日縁部と

天丼部の境に鈍い屈曲部を持つ。天丼部の外面2/3程度の範囲に逆時計方向のヘラ削りを施

され、その他の部位は内外面ともに回転撫でで調整されている。 7世紀初頭に位置づけられ

る。

第 3層からは、剖片 (図 3-6)、 細片ながら弥生時代の壺の底都、日縁部、須恵器必蓋片、

土師器片等が出土している。

図 1 調査地位置図
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図2 遺構配置図

及
0         5         1ocm
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図3 出土遺物実測図

0                  5 Cm
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来住町遺跡 2次調査地

在 地 松山市来住町535・

536

平成元年 7月 3日 ～

9月 12日

2.調査年月日

3.調 査 面 積 1,666m2

経過 来住廃寺遺物包含地における幼稚園運動場建設に先立ち、試掘調査を実施したところ、

ピット・土崚・溝を検出すると共に遺物包含層より弥生土器片が出土した。協議の結果、約

2ヶ 月の予定で事前発掘調査を行うこととなった。

本遺跡は松山平野東部に広がる来住台地上に立地し、標高約39mを測る。南西約200mに

来住廃寺、南東約200mに 1次調査地、北東約100mに 3次調査地 (P,98～99参照)がそれ

ぞれ位置している。

遺構・遺物 検出された遺構は、ピット62基・土壊 2基・溝 4条・井戸 1基 。竪穴状遺構 (S

X-1)1基 である。SX-1は、SD-1が 2条から1条になる地点に位置しており、両

者は何らかの関連があると考えられる。また、旧地形が南から北西へ緩やかに傾斜し、かつ

ては月ヽ河川が蛇行しながら南東から北西へ流れていたことが確認された。出土遺物は、弥生

土器片 (前期後半～)。 土師器片・須恵器片・瓦片・石庖丁 5・ 磨製石斧 2・ 磨石 2・ 石鏃

1な どであり、弥生土器片は主に第Ⅶ層 (黒色土)よ り、土師器片・須恵器片は主に第V層

(黒褐色土)よ り出土した。井戸跡の覆上下層より8世紀前半の須恵器蓋 (図 4-4)・ 同

甕片・土師器甕片が、SX-1の底面直上より7世紀前半の須恵器ヌが出土している。

小結 調査の結果、旧地形が概ね北向きの緩斜面を形成し、かつ浅い鞍部が南東から北西ヘ

走っていたため、当地点力耶孝 井戸といった水利施設用地として利用されていたことが明ら

かとなった。

(藤原敏秀)

図2 遺物実測図(1)
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図 1 調査地位置図
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遺物実測図(2)図 4

-97-



来住町遺跡 3次調査地

1.所 在 地 松 山市来住町534-

1

2.調査年月日 平成元年11月 14日 ～

12)日 20日

3.調 査 面 積 773.611n2

図1 調査地位置図

経過 来住廃寺遺物包含地における宅地開発に先立ち、試掘調査を実施したところ、ピット・

土坂・溝を検出すると共に遺物包含層より弥生土器片・須恵器片が出土した。協議の結果、

約 lヶ 月の予定で事前調査を行うこととなった。

本遺跡は松山平野東部に広がる来住台地上に立地 し、標高約39mを測る。南西約300mに

来住廃寺、南約250mに 1次調査地、南西約100mに 2次調査地 (P.96～ 97参照)がそれぞ

れ位置している。また、北約400mに は伊予鉄道横河原線の久米駅がある。

遺構・遺物 基本層序は、第二層表土 (耕作土)。 第Ⅲ層明褐色土 (床土)。 第Ⅲ層褐色土・

第IV層灰暗褐色土・第V層黒褐色土・第Ⅵ層黒色上である。遺構確認面である黄褐色シルト

層 (地山)上面は北から南へ緩やかに傾斜しており、地表からの深さは北側で約40cm、 南東

端で約60cm、 南西端で約90帥 を測る。

検出された遺構は、ピット168基・土壊 8基・溝 3条 。掘立柱建物跡 1棟 (SB-1)・
竪穴状遺構 1基 (SX-1)。 土娠状遺構 1基 (SX-2)で あった。

P-1は調査区北端やや西寄りにおいて検出された。平面プランは二辺約90cmの隅丸方形

を呈 し、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、深さ約40cHlを 測り、覆土中より

弥生土器片・土師器片が出土した。

P-2は調査区北端やや東寄りにおいて検出された。SD-1を切っており、覆土中より

土師器片が出土した。P-1と形態がよく似ており、両者は掘立柱建物跡等の一部である可

能性も考えられる。

P-3は調査区北端東寄りにおいて検出された。平面プランは径約95cmの円形を呈し、深

さ30～ 37卿 を測る。壁面は急角度で立ち上がり、底面には凹凸がみられる。覆土中より弥生

土器片・土師器片が出土した。

SK-1。 2は調査区北西隅において検出された。SK-1は SK-2に切られており、

東西約1.6m。 南北約 lm。 深さ36cmを 測る。断面形は船底形を呈し、出土遺物は皆無であっ

た。SK-2は 調査区外にまだかなり広がると思われ、平面プランは不明であるが、最深47cm
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を測る。出土遺物は弥生土器片・土師器片・須恵器片・河原石などがあり、遺構の時期は須

恵器邦より7世紀中葉と考えられる

SK-6は調査区南西部において検出された。平面プランは東西約2。 4m。 南北約1.6mの

不整形を呈し、深さ約15cmを 測る。出土遺物は弥生土器片・土師器片・須恵器片 。礫であり、

遺構の時期は須恵器皿・蓋 (図 3-6・ 9)よ り7世紀後半と考えられる。

SD-1は調査区北側において検出された。長さ4.9m・ 幅50～ 60cm・ 深さ約10cmを 測り、

ほぼ南北に走る。調査区北端においてP-1に切られ、さらに調査区の外側にのびている。

SD-2は調査区中央東側において検出された。その東端部は未調査であるが、平面プラ

ンは南北径7.8m・ 推定東西径約 7mの楕円環状を呈し、幅40cm前後・深さ10cm前後を測る。

北半部をSB-1に切られており、出土遺物は弥生土器片・土師器片などであった。

SB-1は調査区中央東側において検出された。桁行 3間 (約4.7m)・ 梁間 2間 (約3.7m)

の東西棟掘立柱建物跡で、柱穴の掘方プランは一辺約60～ 90cmの隅丸方形を呈し、深さ10～

25cllを 測る。出土遺物は根石に使用したと思われる河原石 1点・弥生土器片・土師器片・須

恵器片であった。

SX-1は調査区北東隅において検出された。平面プランは東西約3.6m・ 南北約3.2mの

不整隅九長方形を呈し、深さ約15cmを 測る。壁面は緩やかに立ち上がり、底面には凹凸が見

られ、平坦ではない。出土遺物は弥生土器片・土師器片・須恵器片・砥石片などであり、遺

構の時期は須恵器ヌより7世紀中葉と考えられる。

SX-2は調査区中央東側において検出された。平面プランは長さ4.lm。 最大幅1.5mの

半月状を呈し、最深85cmを 測る。東壁がほぼ垂直であるのに対して、西壁は緩やかに立ち上

がる。主軸方向には緩やかに傾斜するテラス状の部分が両側にあり、底部との段差は23cln前

後を測る。覆土上層より弥生土器もしくは土師器と思われる小片が出土した。

遺物包合層の調査は、調査期間上の制約から調査区の北側約 3分の1に おいてのみ実施さ

れた。第Ⅳ層出土土器は弥生土器 (前期後半以降)・ 土師器・須恵器であり、出土量をみる

と弥生土器が全体の約 3分の2を 占め、ついで土師器・須恵器の順であった。

小結 検出された遺構の内、時期を

推測し得たものは土城 2基・竪穴状

遺構 1基である。いずれも7世紀代

の中葉以降と考えられ、来住廃寺が

創建された頃の同寺北東側近接地の

様相がわずかながら窺われた。

―

典

―

◇

―　　　　　　　　―〇
(藤原敏秀)
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図2 遺物実測図(1)
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南久米片廻り遺跡 2次調査地

1.所 在 地 松 山市南久米町534

-1、  534--3

2.調査年月日 平成元年 2月 8日 ～

4月 2日

3.調 査 面 積 901ポ

経過 昭和60年 に市教委によって調査が行われた 1次調査地は、国道11号関連、前川 I遺跡

の東に隣接しているが、本調査地は、その前川 I遺跡の西に隣接 しており、現在、国道11号

線を間に挟んで 1次調査地と2次調査地が東西に相対する位置関係にある。共同住宅建設に

伴う緊急発掘調査である。

遺構 。遺物 SB-1は 、一辺3.2mを 測る方形竪穴住居址であるが、削平され、立ちあが

りを僅かに残すのみであった。北辺に焼土が検出され、カマ ドを付設されていた可能性があ

る。掘立柱建物は4棟検出されている。SB-2、 SB-5は調査地西端で、それぞれ、 1

×3間分、 1× 2問分が検出されているが、更に西へ延びるものである。SB-3は 1× 2

間の南北棟、SB-4は 1× 1間 のほぼ正方形をなす。調査地は、その中央部付近を変換点

として、北下りの緩傾斜をなしており、出土遺物の多くは、この傾斜部に堆積した包含層か

戸   廃

ー図2 SK-5出 土遺物
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図3 遺構配置図

ら出上している。遺物には、石鏃、石庖丁、土師器、須恵器、平瓦、九瓦等、各期の遺物が

混治状態で出土しており、氾濫等の要因により堆積したものと考えられる。不整楕円形土墳

SK-5は 、立ち上り5 cHl程 度の遺存であるが、縄文晩期後葉の上器類を出土 している。

小結 SK-5出 上の遺物は、深鉢口縁下に刻み目突帯を有する段階、縄文晩期後葉の一括

遺物である。これらの中には、胴部突帯を持つもの、日唇部を刻まないもの等が含まれてお

り、また、浅鉢、重の日縁形態から、晩期後葉でも終末に近い段階の遺物と考えられ、久米・

来住地域でのこれに続く弥生集落の成立を考えるうえでの好資料のひとつとなり得るもので

ある。
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ひらき

開 遺跡

1.所 在 地 松山市南土居町70-

1

2.調査年月日 昭和64年 1月 6日 ～

平成元年 3月 7日

3.調 査 面 積 869m2

図1 調査地位置図

経過 久米官衡遺跡群、来住廃寺をはじめとした各期にまたがる遺跡の集中する松山平野東

南部、来住舌状台地の南方約1.2km、 重信川右岸の氾濫原、標高40.5mに当遺跡は立地して

いる。西方300m付近には、白鳳寺院址中ノ子廃寺の比定地が、また、南東500mに は全長62m

と松山平野最大規模の前方後円墳、波賀部神社古墳が所在している。

今回、医療法人慈強会により寄宿舎建設が計画され、これに伴う緊急発掘調査 として本調

査が行われた。

遺構 。遺物 検出された遺構は、竪穴住居址 5棟、掘立柱建物跡 4棟、土壌 4基、柱穴60基

である。竪穴住居址 SB-1～ 5は、いずれも方形プランをとっている。 SB-1は 1辺

6.6m、 立ちあがり20cmの遺存である。立ちあが り基部には周壁溝を巡らせている。南西隅

部に2.5× 1.3m、 高さ10cmの貼 り付けによるベッド状施設を設けられている。床面ほぼ中央

部で炉と考えられる焼土が検出された。SB-2は調査地北西隅で、その一部のみの検出で

ある。SB-3、 SB-5と もに本調査中では最大規模の住居lLで 1辺8.3m前後を測る。

SB-5が SB-3を切っている。SB-5の北辺寄り床面で、焼土が 3箇所に集中して検

出されている。SB-4は 1辺6.5mを 測り、他の住居址と同様、床面より焼上の検出をみ

ている。SB-1を 除く各住居JjLか らは須恵器蓋界が出土している。

4棟の掘立柱建物は、いずれも竪穴住居址を切って検出されている。また、SB-7は S

B-6を切 り、SB-9は SB-8を 切っている。

小結 以上の各遺構からの遺物を検討 してみると、SB-2が これらの中で最も古 く5世紀

末頃に、次いでSB-6に切られる6世紀前葉の土墳SK-1、 6世紀中頃のSB-3、 更

に6世紀後葉のSB-4、 後葉から末のSB-5と約 1世紀の間、継続的に生活が営まれい

た変遷をたどることができる。SB-1に ついては、時期決定に有効な遺物の出土を欠くが、

この間のいずれの時期かにおさまるものと思われる。更なる隣接、周辺地域の調査によって、

竪穴から掘立への移行も含めて、古墳時代後期以降の集落変遷をたどるモデルケースとなる

可能性が高く、今後とも注意を払っておくべき地域となった。
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1.所 在 地 松山市南久米町

2.調査年月日 平成元年 2月 9日 ～

3月 15日

3.調 査 面 積 240m2

図1 調査地位置図

経過 本調査は、来住遺物包合地内における市道拡幅工事に伴う事前調査である。

本調査区は松山城の南東約4.5km、 来住舌状台地上に位置し、標高は36mである。調査区東

方には、白鳳時代寺院跡の来住廃寺があるほか、北方には「久米評」線刻須恵器出土地 (久

米高畑遺跡 7次調査地)があり、本調査の隣接地では、久米高畑10次調査地 (P123～ 125参

照)と して調査が行われている。

遺構・遺物 層序は、(図 2)第 二層耕作土、第Ⅲ層黄褐色土 (水田床土)で地表下20～ 30cHl

まで開発が行われている。第Ⅲ層は灰褐色土、第Ⅳ層は淡黄掲色上であり、第V層暗褐色シ

ル ト及び第Ⅵ層黒褐色シルトは遺物包含層であり約10～ 20cm堆積 している。遺物は、第V層

より中世、第WI層 より弥生後期～古墳時代の土器が出土している。他に第Ⅵ層上面にて石器

類 (石庖丁 3点)が出土している。第Ⅶ層黄色シル トは無遺物層であり、地山とよばれるも

のである。

遺構は、第V層及び第Ⅵ層上面で検出され、東区では掘立柱建造物 2棟、土媛 6基、溝状

遺構 1基、ピット106基 (掘立柱建造物柱穴を含む)、 西区では土墳 3基、溝状遺構 5基、ピッ

ト59基 を検出した。全般に、遺構からの遺物の出土は少なかったものの特に注目すべき遺構

はSK-4(図 5)である。本土

壊は、東区中央部南隅に検出され

たものである。南隅は調査区外で

あり、東隅は攪乱によって切られ

ている。平面形は、隅九方形にな

るものと考えられ、規模は東西約

2m、 壁高は12cmを 測る。埋土は

暗褐色シル トである。床面は、遺

構中央部付近がやや盛り上がって

いるものの、全体的にほぼフラッ

久米高畑遺跡 8次調査地

L=35.800m

I 耕作±     15～ 8Cm

H 水田床±     6～ 10Cm

II 灰掲色上    6～ 10Cm

Ⅳ 黄褐色±    4～ 6 Cm

V 暗灰褐色シル ト  6～ 10Cm

Ⅵ 黒掲色シル ト   6～ 8 Cm

Ⅷ 黄色シル ト(地山)

V・ Ⅵは遺物包含層

S名
図2 基本層序
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図3 全測図
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(S=I:100)
図4 遺構配置図
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卜に近い状態である。遺物は (図 6)、 遺構中央部付近に集中しており、遺構上層部より高

邦の脚部、下層都より奏などが出上している。出土遺物等により本土壊は 5世紀代のものと

推定される。

可ヽ結 今回の調査では、久米高畑遺跡10次調査で検出されている溝状遺構の延長部や、「久

米評」に直接関連する資料は得られなかったものの、本調査により弥生後期から古墳時代を

通して当地及び周辺地域に集落が営まれていることが明らかになった。これは同時代のこの

地域における集落構造を考えるうえで、好資料となるものである。

(宮内慎一 。梅木謙一)

ヽ，
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久米高畑遺跡 9次調査地

1.所 在 地 松山市来住町913

2.調査年月日 平成元年 2月 10日 ～

4月 7日

3.調 査 面 積 448m2

図1 調査地位置図

経過 来住廃寺の西部に隣接して検出された回廊状遺構は、その後の数次にわたる断続的な

調査によって方 1町に及ぶことが確認されている。この回廊状遺構の西列よりも更に60mの

西方に位置するのが本調査地である。住宅建築に伴う試掘調査の結果、包含層とともに遺構

の存在が確認されたため、上記の期間本格調査を行った。

遺構 。遺物 主な検出遺構は、竪穴住居l■ 5棟、掘立柱建物 3棟、方形竪穴状遺構12基、柱

穴等である。円形住居l■ SB-3は径 6mを測 り、弥生前期末の遺物を出土している。その

他の方形住居址は、いずれも一辺 3～ 5m、 残存壁高 3～ 10cmを 測る。これらの方形住居址

からは、 6世紀末から7世紀代の須恵器が少量出土した。方形竪穴状遺構は1× 2m程度の

隅九長方形プランを呈するものが多く、弥生時代前期後半から、中期初頭までの遺物を出土

している。これらの竪穴の性格は、現在のところ定かではないが、一般に来住台地周辺では

前期後半から中期初頭に出現頻度が高 く、中期中葉以降になるとその他の集落においても多

く検出されるようになる。本調査でもこの例に洩れず、前期後半から中期初頭の遺物の出土

をみている。

(池田 学)

遺構配置図

μち4鍵;
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久米高畑遺跡13次調査地

1.所 在 地

2.調査年月日

3.調 査 面 積

松山市来住町846

平成元年 7月 26日 ～

10月 18日

1,400m2

経過 昭和60年から61年にかけて当教委により行われた、久米高畑遺跡 1次調査において検

出された大規模な掘立柱建物群は、官衛的様相を濃厚に示すものであった。またこの 1次調

査地の南東250mで は、白鳳寺院址来住廃寺の西に隣接して、方一町に及ぶ回廊状遺構が検

出され、注目を浴びている。本調査地は、この 2地点を結んだほぼ中間点、海抜38mに位置

している。分譲宅地開発に伴う緊急発掘調査である。

遺構・遺物 検出された遺構は竪穴住居l■ l棟、掘立柱建物 7棟、柵列 2条、方形竪穴状遺

構 9基、土渡18基、溝11条、柱穴300基余りである。

竪穴住居l■ SB-1は、4.4× 5。 lmの隅丸方形で、北東コーナー付近を溝SD-5に切ら

れている。残存壁高 5 cm前後と遺存状況は悪い。埋土中より弥生後期の細片遺物を少量出土

している。 7棟の掘立柱建物のうち、SB-6を除いた 6棟は南北棟である。これらを方位

によって分けてみると、SB-3、 5の ようにほぼ磁北を向くもの、SB-4の ように真北

を向くもの、SB-7、 8の ように磁北から25° 前後東へ振るもの、これらのいずれにも属

さないSB-9と いう4つのグループに分けることができる。SB-7、 8は、その規模、

方位から同時期の建物と考えられるが、SB-4、 SB-3に切られており、掘立柱建物群

の中では最も古いグループになるものと思われる。調査地東端付近に2条の南北溝を伴って、

柵列と考えられる柱穴列が検出されているが、この柵 SA-1は ほぼ真北方向を指しており、

SB-4と 同時期に存在したものと考えられる。また、調査地北端では東西柵列SA-2が

検出されている。

方形竪穴状遺構は、来住台地上では弥生前期後半から中期初頭の遺物を伴って多くみられ

るものであるが、本調査地でも9基が検出されている。特にSK-19では中期初頭の良好な

遺物を出上 している (図 4)。 斐の日縁は、短かく水平に貼 り付けられ、端部に刻み目を施

される。日縁下に10条 を越える多条の沈線と刺突文を、更にやや下って浅く、不明瞭な爪形

文を施されている。外面は刷毛日、内面は刷毛目の後撫でられている。壼はいずれも日縁部

内面に 1条又は2条の押圧突帯を貼り付けられ、外面頸部、胴部を突帯や多条沈線、刺突文

― ■2-



で施文される。日顕部外面には、縦刷毛目が残るが、胴部は刷毛目調整の後、入念にヘラ磨

きされている。同様の遺物は、 SK-20、 21、 23で も出土している。

小結 本調査地では比較的規模の大きい掘立柱建物が多く検出された。これらの建物は、弥

生時代、古墳時代後期の包含層を切って構築されており、したがって柱穴埋土には弥生土器、

須恵器の細片が含まれている。掘立柱建物のうち、古いグループに属すると考えられるSB
-8の柱穴内出土遺物の中で、時期比定の可能な最も新しい遺物は、 7世紀初頭段階の須恵

器蓋ヌ片である。また、このSB-8に切られる溝状遺構 SD-9か ら斜格子叩き目の、平

瓦としては比較的古いタイプの瓦片を数点出土している。今回の調査で最も注目されるのは、

溝 2条 を伴った南北柵列SA-1で ある。削平のため、溝や柱穴の遺存は必ずしも良好とい

図2 遣構固E置図
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えるものではないが、このSA-1の東約10mの平行線延長上、南70mに方一町区画の回廊

状遺構西列がほぼ載る結果となっており、調査地東端、柵列東の部分が道路であった可能性

がある。しかも、この部分は現存する農道ラインと一致しており、また、同様の現象は、回

廊状遺構西列、南列等にもみることができ、今後も注意を払っておく必要があろう。

(池田 学・河野史知)

L―
―

_ 
―

Cm

図 3 包含層出土須恵器

写真 l SK-21遺物出土状況
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図4 SK-19出 土弥生土器
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来住廃寺 8次調査地

1.所 在 地 松 山市来住町561-

1

2.調査年月日 平成元年 4月 10日 ～

4月 26日

3.調 査 面 積 698m2

図1 調査地位置図

経過 来住廃寺では、主に 1次から3次 までの調査で講堂基壇、僧坊と推定される建物等が

検出され、金堂は未検出ながら、現存する塔址と講堂との関係から、法隆寺式伽藍配置を持

つ白鳳寺院址と推定されている。しかし、従来、寺院の西を限る回廊状遺構と目されていた

全長100m近 くを測る柱穴列が、その後の調査によって、寺院の西方に隣接する区域を方一

町にわたってとり囲むものであり、寺院との直接の関連を持たないことが明らかとなり、寺

域を限る四周の施設に関しては不明確なまま今日に至っている。本調査地は、この来住廃寺

塔址の北東100mに位置しており、寺域の北限、ないしは東限を限る何らかの遺構の検出が

期待された。民間の開発に伴う緊急発掘調査である。

遺構・遺物 調査の結果、竪穴住居址 1棟、掘立柱建物跡 1棟、土媛 7基、柱穴62基が検出

された。調査地西端で、その1/3が検出された方形竪穴住居址 SB-1は、1辺6.3mを 測る。

遺存は悪 く、立ちあがりもほとんど残っておらず、遺物の出土もなかった。掘立柱建物SB

-2は 3× 2間分を検出している。柱間隔からみて、梁間 3間の南北棟になるものと思われ

る。土墳は、概ね径 1～ 1.5mを 測る円形、或いは楕円形のプランを呈している。このうち

SK-5・ 7か らは、弥生中期初頭の、また、SK-4か らは後期の遺物を出土した。

小結 本調査地では、期待された寺院関連の遺構は検出されず、この地点が域外にあたる可

能性が高い。また、今回は、主に弥生時代中期初頭の遺物を出土する円形土壊が数基検出さ

れている。来住台地では、このような円形プランのものの他に、同じく前期後葉から中期初

頭の遺物を出土する 1× 2m程度の隅九長方形、ないしは楕円形の竪穴が普通的にみられる

が、いずれもその性格は良くわかっていない。また、これらの竪穴の出現頻度に比して、該

期の確実な住居址の検出例が極めて少ないことも、この時期の来住台地の特徴である。これ

らの遺構の性格を反映しているのかもしれない。

-116-
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図2 遺糖配置図

図3 SB-1出 上遺物
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久米官衛遺跡群

本遺跡群は松山平野東部、小野川右岸面に開かれた来住舌状台地の西端近 く (標高32～

39m)に立地する。同台地は、小野川、堀越川の両河川に囲まれ、周辺地よリー段高 くなり

周辺が見渡せる地形を呈している。

周辺遺跡には、星岡西山古墳、ニツ塚

古墳、波賀部神社古墳、たんち山古墳な

ど後期の前方後円墳が集中するとともに

久米古墳群がある。平成元年には、同台

地西方1.6km地で古墳期の大集落 (福音

寺遺跡群)が発見されている。

近年、著しい諸開発に伴う調査の結果、

来住台地上において、 7世紀代の官衡に

関係する遺跡が相次いで発見された。遺

跡は、少なくとも東西 6町、南北 5町範

囲にその広がりが認められるもので複数

以上の方形区画地の形成や関係遺構が確

認されている。台地西先端部の久米高畑

表 2 回廊状遺構の復原

一横
ペ
ド
ｉ

表 1 検出遺構比較表  (来住台地)

遺 跡 名 柱間(cm) 建物方向(真北より)

高畑 1次 (柵列) 175～ 177 北で 4°東に偏す

高畑H次 173～ 175 北で 4°東

高畑10次 濤 北西隅濤30m 3°東

高畑20次 南北 濤22m 4°東

高畑 4次 ) 南西 濤 8m 3°東

高畑12次 和列 ) 140～ 160 5°東

高畑13次 (ク ) 120～ 150 2° 30′東

回廊遺構内正殿的建物 2°東

遺 構 名 全長 桁行柱間 梁 間

東面 (復原 ) 98 50 179m× 55間 179m 1間 )

西 面 97 50 195n× 50間 191m 1岡 )

南 面 10350 1815m× 57間 1 [問 )

北 面 (復 原 ) 99 60 1 81m× 55間 199m [間 )

図 1 官衛関係追跡 (来住台地)
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7次調査からは、「久米評」線刻須恵器出土をはじめ、久米高畑 4・ 10。 20次調査では、同

一軸方向をなす濤が検出され、100mを 越す方形区画地を形成する可能性がでてきている。

また同区画地域の12次調査からは、雨落ち濤付随の柵列25m分が検出された。

同区画の東側地になる高畑 1・ 11次調査では、脇殿風の長大な掘立柱建物検出を含め、一

辺44mの柵列によって方形区画地を形成する可能性が強くなっていると共に、区画地内から

は中心的建物や数棟の整然とした建物配置が確認されている。さらに同地より東部に位置す

る来住廃寺西側地においては、方一町規模の回廊状遺構による区画地の形成と共にその中か

ら大規模な掘立柱による正殿的建物の他、数棟の建物が確認されている。  (西 尾幸則)

回廊状遺構による区画地 (寺域調査での官衛関係遺跡)

J主i

図2 回廊状遺構と来住廃寺

昭和62年度 (1987)の 寺域調査によって奇跡的に発見された掘立柱による回廊状遺構 (東

西総長58m)は、昭和52年 ～53年度 (1977～ 78)発見の東西回廊状遺構と接続し、さらに昭

和63年度調査で同遺構の南東隅及び南西阻の屈折部とその中間位置をそれぞれ確認した。こ

れにより同遺構は、来住廃寺の主要堂塔西側 (塔址西方14m)地 で同寺院に一部重復し、方

一町規模でめぐる回廊状遺構 (年報Ⅲ参照)になることが明らかとなった。

A地区の調査 6AKA― G A29～ G M33地区  (平成元年度、寺域調査)

来住廃寺講堂の西北方100m地にあたる宅地用地を調査実施した。

本調査は、昭和62年度 (1987)の 寺域調査 (6AKA― G A22～ G F41)に よって発見
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図3 A地区の検出遺構 (正殿的建物)

された北面回廊】大遺構検出地の南隣接地になり、同遺構による区画地内の北中央部やや西寄

り部にあたる。

検出の遺構は、北面回廊状遺構内側柱列より南方7.4mで検出した桁行 1間以上 (東西

3.4m)梁 間 3間 (南北7.lm)の東西棟の掘立柱建物であり、建物の北側と南側にそれぞれ

雨落濤 (幅0,7～ lm、 長さ4m)が付随し、なお東へ続くことが確認された。柱掘 り方は、

幅 lm、 長さ1.lm規模の長方形プランをなし、柱痕は21～ 31cm級 になり、両者とも回廊状

遺構に比較し、ひと回り大きく、平面プランや柱掘 り方が建物方向にそって長くなることは

共通している。

これらのことを含め同遺構は、北面回廊状遺構と同一軸方向をなす建物であり、回廊状遺

構による区画地内の北中央部に中心的建物として計画的に配置された可能性が高いと言え

る。

同遺構の推定規模としては、検出建物の西端部と回廊状遺構の東西中心線との距離により、

桁行11間 (東西総長37m)規模が考えられる。またその反転位置 (C地区)からは、同遺構

の南東隅部にあたる可能性のある柱穴 1個が検出されている。

出土遺物は、同遺構の柱掘 り方より須恵器片 2点があり、うち 1点は6～ 7世紀前葉の特

徴を持つ邦身として考えられるが、前時期のものが同掘 り方に混入したことも合わせて推察

されることからなお今後における同遺構の残り部の調査研究が必要である。

B地区の調査  6AKA― G N12～ 15～ G Y12～ 15

調査地は、回廊状遺構による区画地内の東部中心付近になり、来住廃寺講堂より西方30m

位置の水田地を調査 した。
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検出層序は、第 1層耕作±10cm内 外、

第 2層 灰茶色± 3 cm、 第 3層茶褐色土

14cm、 第 4層黒褐色±45cm内外、このう

ち出土遺物は、第 4層包含層から、弥生

土器、須恵器類 (7～ 8世紀)、 土師皿、

瓦片などが出土している。

検出遺構は、掘立柱建物 4棟と溝 1条

を検出した。

検出の掘立柱建物のうちSB-1の東

側柱列とSB-06に ついては昭和62年時

の検出遺構であり、今回その補足確認し

たものとなった。

掘立柱建物SB-1は東面 (南北)回

廊状遺構から6.5m位置の区画位置に同

遺構と平行 して建つ南北棟で、第 4層上

面において桁行 5間 (南北総長10,7m)

梁行 2間 (東西総長4,7m)を検出した。柱穴は直径30cm前後が検出されたが、明瞭な柱掘

り方は検出されなかった。時期的にはSB-06よ り下層遺構になることと合わせ、回廊状遺

構と同一軸方向をなす建物であり、同遺構との共存関係にある様相をもっている。

一一
　

　

一

√
ぐ

ナ
／

掘立柱建物 SB-06

は、第 3層上面から検出

された もので東西 2間

(総長4.7m)、 南北 2間

(総 長4.7m)の 建物で

ある。柱穴は、直径60～

70cHlの 円形をなし、西側

柱穴 (3個)に は荒縄 も

しくは細縄叩きの瓦が敷

かれていた。

掘立柱建物 SB-3

は、第 3層上面から検出

された もので桁行 2間

(東西総長4.7m)、 梁間

2間 (南 北総長3.5m)
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B地区出土遺物実測図

図4 C地区の検出遺構

図 5
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規模になり、前述のSB-06と 類似する建物である。その他、東西 4間 (総長8.5m)分 の

柵状遺構を検出した。 (西尾幸則 。池田学)

0                5                10
m

図6 B地区の検出遺構 (回廊状遺構区画地)

０

０

０

ｏ

０

０

０

０

０

。

０

０

０

ｏ

０

０

０

③

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｏ

Ｏ

①

９

０

０

０

０

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

③

§

閾

川

斗

―

―

―

-122-



久米高畑遺跡 10次調 査 地

1.所 在 地 松山市南久米町782-1

2.調査年月日 平成元年 4月 1日 ～ 4月 28日

3.調 査 面 積 1,118m2

調査の概要

調査地は、来住舌状台地の北西端近く (標高35,7mに 位置し、対象地は北西下り地形を呈

した水田地である。基本層序は、第 1層 耕作土、第 2層 茶褐色土、第 3層 黒褐色土 (北
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図7 方形区画 (西部)の形成推定
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下り地には部分的に残存する)、 第4層 黄褐色土 (多 くの礫を含む地山)である。

検出遺構は、弥生後期壷棺葬 2基、掘立柱建物 2棟、柱穴76基、土城 6基、方形周滞1基、

久米高畑遺跡10次調査地検出遺構図

SX― I

DO
θ。
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これらのうち、掘立柱建物SB-1は、桁行 4間 (東西総長9。 lm)、 梁間 2間 (南北等長

4m)規模である。方形周滞 SX-1は (上場幅1.5m、 下場幅 lm、 深さ30cm)東西6.5m、

南北6.8m規模で方形に滞が一周する。前述のSB-1を切った遺構である。土媛 SKl・

2は、長径1.2m、 深さ30cmの楕円形土壊になり、中から焼土を検出している。SX-1の
西中央部に接して検出されており、同遺構に付随する可能性がある。

特筆すべきは、調査地東部から、北西隅部を区画する濤SD-1、 (上場幅 2～ 2.5m、 下

場幅1.3m、 深さ0.7m)東西12m分、南北15m分 を検出した。同濤はなお東、南方、ともに

延びるものである。

出土遺物は、SX-1の濤から須恵器片数点、SD-1の滞よリヌ蓋、中型甕など須恵器

類が出土した。時期的には、後者が駄場姥ヶ懐 1号窯の後続時期であり、前者は不詳で今の

ところSB-1建物以降の時期としか言えない。         (西 尾幸則・池田学)

久米高畑 遺跡20次調査地

1.所 在 地 松山市来住町11565外

2.調査年月日 平成 2年 2月 14日 ～ 3月 24日

3.調 査 面 積 340m2

調査の概要

調査地は、来住舌状台地の西端近く (標高37m)に位置し、前述の久米高畑10次調査地か

ら東方120mの宅地造成地にあたる。

基本層序は、第 1層 耕作土、第2層 茶褐色土、第3層 暗灰色土、第 4層 黄褐色土

である。検出遺構は、掘立柱建物 2棟、土坂 2基、滞 7条、柱穴99基である。このうち掘立

柱建物 SB-1は 、桁行 3間 (総長5.4m)、 梁間3間 (総長4.3m)規模で、滞 SD-3及
び4に先行する遺構である。掘立柱建物SB-2は、桁行 3間分 (総長4.65m)、 梁間 2間 (総

長3.9m)を確認した。検出の濤関係では、濤SD-1。 2・ 3が他の滞より先行し、次に4・

6の順に切っている。滞SD-7は、調査地の関係で西側肩部からの落ち込みのみであるが、

南北方向の滞になる可能性があると同時に、その方向性を含み、濤の上場状況や埋土から見

て、先述の久米高畑10次調査検出滞SD-1と共通する特徴も含め同一区画地に伴う濤とし

ての可能性があるが、遺構全体の確認不足や時期的裏づけを含め、なお今後の調査研究が必

要である。

出土遺物は、SD-1及 び2か ら7世紀の要素をもつ提瓶、高ヌ、ヌ蓋など須恵器類が出

土し、SD-3で 中型甕の須恵器、注目のSD-7か らも破片であるが駄場窯より後続時期

の雰身、外蓋など須恵器類出土がある。
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久米 高畑遺跡 12次調査地

1.所 在 地 松山市来住町1151-1

2.調査年月日 平成元年 7月 7日 ～ 7月 28日

3.調 査 面 積 393,99m2

調査の概要

調査地は、来住舌状台地の北西端近く (標

高36.6mに位置し、久米高畑20次調査地の南

西方60mにあたる。

基本層序は、第 1層 耕作土 (20cm前後)、

第 2層 暗灰色土 (20cm前 後)、 第 3層 黄

褐色土 (地山)である。

検出遺構は、柵列 1条、付随滞 1条、掘立

柱建物 1棟である。このうち柵列SA-1は 、

東西方向のもので東西17間分 (東西総長25m

分)を検出した。付随の支柱穴はなく、柱間

は、1.4～ 1.6m間隔である。柱穴は、径0.6

～ lmの円形を呈し、柱痕は、14～ 20cm規模

である。付随滞SD-1(上 場幅50～ 60cm、

下場幅30～ 40m、 深さ15～ 20cm)は 、前述の

柵状柱穴の南側1.5mよ り平行して検出され

たもので、雨落ち濤として考えられる。

m

図9 久米高畑遺跡20次調査地検出遺構

掘立柱建物は、前述のSD-1に対し角度を異にした建物で、同遺構の南側 2mから南北

2間 (総長6.5m)、 東西 1間分 (総長 3m)を 検出した。柱間から見て東西棟の様相がある。

柱掘り方は、 lm内外の方形を呈している。

出土遺物は、柵状柱穴の柱掘 り方より7世紀前半代の要素を持つ蓋界の出土がある。

なお、本遺跡での検出柵列SA-1及 び付随濤 SD-1は、出土遺物的に見て、先述の久

米高畑10次及び20次での検出滞よりの出土須恵器に紺して、若千先行する要素があるが少量

の出土物であることを含め、遺構全体確認がされてなく、なお今後の調査斬究を要するもの

である。 (西尾幸則 。池田学)
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図10 久米高畑追跡12次調査検出遺構

久 米高畑遺跡 11次調査地

1.所 在 地 松山市南久米町758～ 同市来住町761外

2.調査年月日 平成元年 4月 17日 ～ 7月 7日

3.調 査 面 積 1,904m2(宅地造成)

調査の概要

本遺跡は、来住舌状台地の西端近く (標高38m)に立地する。調査地は、久米高畑20次調

査地から東方70m、 回廊状遺構から北方200mに位置し、久米高畑遺跡 1次調査地の南隣接

地にあたる。基本層序は、第 1層 耕作土 (23cm)、 第2層 茶4FJ色土 (10cnI内 外)、 第 3層

黒褐色土 (0～ 30cmで東北部はなく、西南下り地に厚 く堆積する)、 第 4層 黒色土 (西南

下り地を中心に第 3層が分層された。)、 第 5層 黄褐色土 (地山)である。

検出遺構は、円形竪穴居址 (弥生期)1棟、土壊14基、掘立柱建物12棟、柵列 2条、濤 3

条、柱穴435基 などである。

特筆すべきは、柵列 (SA-3)で 、途中5m途切れ、東西総長32.7m分 を検出した。同

遺構は、久米高畑遺跡 1次調査 (年報 I。 1986)に よる検出柵列SA-1に 対 して、表 1(P
l18)が示すように柱間、方向性含めて共通性があり、同一遺構の可能性が強く、柵列によ
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る方形区画を形成したことが考えられる。これにより規模的には、南北柵列間力M3.5mであ

るので、一応同規模による方形区画が推定されるが東西中心線位置を含めて、同遺構の東部、

南部共に屈折位置の確認を要すものであり確定的でない。

区画内の建物では、 1次調査地 (年報 I。 1986)の 区画内中央北部から2時期にわたる東

西棟 2棟の中心的建物や西北部から、南北棟の要素をもつ建物 1棟などがある。11次調査の

同区画内からは、掘立柱建物 SB-30～ 37な どを検出している。このうちSB-33、 34以外

は柵列 SA-1。 3と 建物方向が共通するものである。柱穴はSB-30の柱掘 り方が他のも

のと異なり、方形 (1辺 lm)で深 くなる。区画外建物との関係では、SB-2・ 3と 柵列

SA-1。 3を含め前述外の区画内建物と方向性が共通している。なお、SB-3に 対して

SB-1が 先行する。建物規模では、 SB-31と SB-2・ 3が梁行、桁行含め同一尺度の

要素があり注目される。出土遺物では、11次調査地でSB-30の柱掘 り方より7世紀前半代

の蓋ヌが出土している。今後において、 1次調査検出遺構との関係やその時期を含め検討を

要すが以然として柵、濤などの区画遺構、区画内建物の確認など多くの課題がある。

(西尾幸則・池田学)
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図11 久米高畑追跡 1次・
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官衛関係遺跡出土須恵器類
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付編 松山市埋蔵文化財関係資料

例   言

1.本編は、松山市教育委員会文化教育課 。松山市立埋蔵文化財センターが実施した埋蔵文

化財確認調査資料である。

2.今回は昭和63年度 (申請番号120号～148号 )、 平成元年度 (申請番号 1号～188号 )、 平成

2年度 (申請番号 1号～71号、平成 2年 12月 末日までに申請分)の資料を取り扱う。

なお、昭和63年度以前の資料については、「松山市文化財調査年報 I(昭和60～61年度)」

「同年報Ⅱ (昭和62～63年度)」 を参照されたい。

3.資料作成 (一覧表及び付録図)は、丹下道― 。相原浩二・武田和高 。水野勝弘 。相良浩

志 。大廻誠が行った。

4.表中番号は、埋蔵文化財確認願いの申請番号に順ずるものである。また、地図 1上には

63年度を■印、平成元年度を0印 とした。欠呑は申請取り下げ等による。

5.付録図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図三津浜・松山北部・郡中・松山南部

を使用した。

◇参考文献 松山市教育委員会「松山市文化財調査年報Ⅲ (昭和62～63年度)」 平成元年 3月

発行。

昭和63年度確認調査一覧

所  在  地 面 積 (ド ) 標 高(m) 調査目区 祠査方法 包含・遺構 遺    物 備 考

下伊台町1045-15 私 試

北斉院町250-2 私 試

来住町913 私 試 久米高畑 9次

124 鷹子町乙450 私

鷹子町163-1 私 試 包,浦 須恵 土用子遺跡

南久米町182-1 私 試

南江戸 5丁 目1544-1外 25.0 私 試 ツト 須恵 辻遺跡 2次 A区

山越 3丁 目15-15 私 試

南江戸 5丁 目774-4 私

東野 5丁 目719-6,711-5 55 5 私 試 包

来住町568-1,574-1外 私 試 来住廃寺 8次

権現町779-1 私 試

134 天山町 6-1.6-5.6-6 私 試 包,土崚,ビ ット 土師,須悪 天山川附遺跡

谷町甲232-1,23ユ ー11 1 私 試 包 土師,須恵

北久米町517-7 31.5 私 試 包 土師,須恵

朝美 2丁 目1釣0-4外 公 試 包.ピ ット 土lT,須恵

138 東野 5丁 目711-9 56,0 私 試

北井門町289-1.291外 私

140 太山寺甲474-3 31 私 試 包 縄文,土師 大測 2次

道後緑台1324-1 35,0 私 試 須恵

福音寺町4929-2 私 上 包.ピ ット 須恵 筋違H遺跡

143 辻町95-3 私

144 来住町864 私 試 包.土墳,ピ ット 弥生,上師,須恵

庵子町33-6,-7 私 立

146 鷹子町186-2 私 ピット,溝 弥生

①面積 調査対象面積。小数,点以下切捨て。②標高 ( )一 調査区内平均値。
③調査目的 公一施主公共団体、私一施主一般。④調査方法 立―立会い、試一
試掘調査、空白は未調査等
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平成元年度確認調査一覧

所 在 地 面 積 (m2) 票 高 (m) 調査目的 調査方法 包含・遺構 遺   物 備 考

l 可ヽ功又4J日 413-3, 414-5 25 2 私 一立

2 久米窪田330-3 48.8 私 訳 土師、須思

3 東野 4丁 目569-3,570-5 58.6 私 試

4 南江戸 5丁 目1557-1 17.5 私 試 弥、胸磁器

5 来住町909 (365) 公 試 久米高畑 18次

6 北斉院 私 試 包、溝 弥、土師、須恵 朝本遺跡

7 今在家94-1 私 試 弥、須恵

8 愛光町383-2 私 試 土師、石器

9 小坂 5丁 目336-3,338-3 230 私 試 包、土躾、ビット 弥、須恵 西天山遺跡

0 福音寺町720-3 私 試

今在家293-3 私 試 包、溝 弥、土師、須悪 樋 ノ向遺跡

2 平井町1457-2 67 1 私 立

3 今在家67-4 私 一上

山越 1-268-1 私 試 二、溝 弥 山越遺跡 3次調査地

5 道後緑台 9-29 408 私 試 ]、 土壊 弥、須志、瓦

南久米 3-1, 2,24-9 8,867 515 私 試

道後北代1271-3 764 3C7 私 試 土師、須恵

酉石井町240-1,240-2 964 2111 私 試 蟄、ピット 弥、土師,須恵

文京町4-2,10 .イ青水町2-4-13 2、 300 私 試 と、 ピット 弥、須恵 松山A/f梅内遺跡2次調査地

山越 1丁 目588-1,2,3,6 739 私 申請取 り下げ

福音寺町455-1,456 私 試 二、住居ll、 濤 筋違G遺跡

構 味 4丁 目178-1 480 申請取 り下げ

南久米町344-6, 3 36.9 私 申請取 り下げ

用蛋尿‖丁乙 4,5,12,13.15116、 17,18,19 3,478 (85,0) 私 試

南久米町195-1,2 私 試 二、土族、ピット 土師 南久米北野遠跡2次

膊ノ子町180-1 488 私 試 陶磁

来住町867 384 私 試 1、 十撤濤、ピット 弥、土師 久米高畑15次

枝松 5丁 目136-1 申請取 り下げ

星岡町597,601-1, 3, 4 27 5 私 試 包、土躾、溝、ピット 土師、須恵 星岡登立遺跡

南久米町乙24-50.52,54,55.125 私 一立

来住町906 私 試 土坂、ビット 弥 久米高畑 14次

窪田町116i-3,■ 68-3,■69-3,■70-1 私 立

小坂 5丁 目328 他 10筆 公 小坂 5丁 目遺跡

枝松 5丁 目 公 一立

南江戸 4丁 目1095,1096 私 試 」、土壊 土師 岡目2次

福音寺町429-1 私 yt 土功無旅ビット 弥、土師、須恵 筋違 I遺跡

北斉院町 公 ×

北久米町901-1 29 0 私 試 土師、須志、胸磁

松 前町 5丁 ロ ユー 6 公 ×

食場町乙102-24 140,0 公 試

上野mr甲 854-1 485 公 一立

高浜町4丁 目1503-2 186 公

北斉院町608 公

来住町1319-4 335 公 ×

辰 巳町3181-2 71 公

谷町260-3 公 ×

】ヒ斉院町403-1 公 一立 、ビット 土師、須恵

安城寺町341 公 ×

平井町2642 67 2 公 工立

辻 町221-9 私 一ヱ

東石井町303-3 215 私 一立

来住町534-1 私 試 包、土壊、漁ピット 弥、土師、須恵 来住町遺跡3次調査地

土居田82-1 他18筆 24,287 公 ×

来住町603-9 (41,0) 私 試 包、濤、ビット 土師、須恵

南久米町438-2 私 一立 包、滞、ピット 弥、土師、須恵 沖台遺跡 B区

枝松 3丁 目310-1 33.5 私 試 包、土壊、ビット 弥、土師 枝松遺跡 3次
57 南久米町438-1 私 一立 包 土師 沖台遺跡A区
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所   在   地 面 積 (m2) 標 高(m) 調査目的 同査方彦 包合・遺構 遺 物 備 考

北斉院町973-1,973-2 私 試

松 末 2丁 目47-4 私 一立

南久米町686-1, 2, 9 400 私 試

久米窪 田町861、 862 1,223 46 3 私 包、濤 須恵 久米窪田森本Ⅱ遺働

平井町2187-3 私

雨久米町373-1, 5 38.1 私 試 土帳、蒔、ビット

小坂 4丁 目282-5 私 立

生石町北吉田弁天山 6 私 一立

桑原 4丁目624-1 383 私 試

祝谷東町乙656-12,13 645 私 試 弥

南土居町107-3 400 私 包、土墳、ビット 弥、須恵

おヽ坂 4丁目285-1 私 一上 須恵

来住町595-1.3 405 私 Э 寺域調査

南江戸 5丁 目1538-1,3,4,5 私 Jt 辻遺跡 2次調査

南梅本 町颯5-1 他 7筆 2,000 835 公 一立 石器

別府町223-5 私 立

北梅本 町甲3271-3 75 2 私

久米窪 田町627-1 私 立

南梅本町280-3 367 私 一立

朝美 1丁目1383 390 (310) 私 試

谷 町甲325-1.326-〕 996 私 試 包、ピット 弥、土師、須恵 座拝坂遺跡

庵ノ子町648-1,649-3 46 5 私 試 仏歎 旅ピット 弥、土師、須恵

南 久米町727 384 私 試 臥Ju猛漱ビット 弥、土師、須恵、石器 久米高畑16次 (精病2次 )

南 久米 町723 4,905 384 私 試 淮、ビット 弥、土師 久米高畑 17次

桑原 7丁 目6-1 361 37.7 私 試 薦

衣 山 5丁 目1567-12.1568-12 662 私 一立

南久米町578-3 他6筆 21356 (340) 私 試 土師

祝谷 2丁 目298 46.0 私 一上

久米窪 田町475-] 43 私 試

庵ノ子町582-2 49,0 私 試 包軸 庶ピット 弥、須恵 鷹 ノ子新畑遺跡

姫原 1丁 目230-2 2.5 私 試 須恵

山西町 159-1 2. 3 私 試 土師

90 道後鷺谷乙266,427 私 試 仏獣 漁ピット 土師

高井町560-1他μ筆1久米窪日3蝋い5筆 20,702 470 私 試 土師、須恵

平井町甲2151-3 64,7 私 試

来住町■56-5,10 37 5 私 試 包、ピット 久米高畑 20次

朝生 田町432 私 試 土師、須恵、瓦、陶磁

船ヶ谷町乙14-1,他 2筆 (50.0) 私 試 古墳 須恵 三ツ石古墳

南土居町340-3 37 8 私 試 中ノ子 I遺跡

福音寺 町570-1 %0 私 一立 土師

平井町甲1278-2 私 試

/1ヽ坂町422-2, 7 25,7 私 試 と肌 J】贋、ヒッ 弥 釜ノロ遺跡7次調査地

久米窪田町859-1,860-1 46.8 私 試 包、土崚、滞、ピット 土師、須恵 本格待ち

鷹ノ子町85 444 440 私 立

桑原 4丁目339-2 385 私 一立

桑原 4丁目639-1, 3 389 私 一立

104 星岡町318-2,他 4筆 %.8 私

山越 1丁目301-12 248 私 立

106 久米窪田町656-1 1,457 461 私 章

南久米町635-2, 4 私 試 ]、 ビット 弥 南久米斉院遺跡

今在家225-1,227-1 私 試 ] 弥

東野 5丁 目甲832-1,甲 833-1 224 56.8 私 須恵、石器

南久米町568-15 私 立

御幸 2丁 目9-5 730 申請取り下げ

鷹ノ子町874-3 私 立

小坂 5丁 目345-1 21,7 私 立

別府町396-3 私 一立
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所   在   地 面 積 (ド ) 票 高(m) 岡査目的調査方を 包合・遺構 遺 物 備 考

5 北梅本町、上伊台町 38 000 (Z6υ サ 公 包蔵地外

今布 象 Hr68-4 3Z.Z 私 立 包

17 立花 6丁 目232-7 私 試 土師

平井町甲2384,2385 1,589 60.3 私 試

東大栗町651 3,600 公 包蔵地外

山西町54-4. 5 私 立

桑原 4丁 目647-11 認 0 私 試 包 土師

南江戸 3丁 目813-1 3,246 私 試 盲照 G4次
船 ケ谷町 1-1 2,672 (10.0) 公 ×

久谷76号線,三坂松山線 (tJ6.6, 公 地図外

北久米町526～ 547南久米町498～ 506 公 ×

市道久米25号線 3,240 公 ×

道後喜多町1018-6 公 一立

128 平井町9♂ -2 私 試 包、ビット 須悪、土師 上刈屋遺跡

松 末 2丁 目13-2 5 私 試

南久米町533-1,他 5筆 4,563 3110 私 試 包、住居址、土嫉 弥、土師、須恵

星 岡町596 264 私 試 土師

南久米町750,751,752 901 34.5 私 試 土壊、ビット 須恵、土師

来住町891-ユ 私 試 久米高畑19次 A区

来住町891-2.3 375 私 試 久米高畑 19次 B区

鷹ノ子町426-5, 6 私 試

朝生田町449,449-3 私 立

道後今市998-1 -4 私 試

天山町363-1 私 試

道後北代1286-4 320 私 試

津吉町 1,240 公 地図外、申請取り下り

l 祝谷 5丁 目745-1,253-2 44.5 私 試 祝谷本村遺跡

ガヽ坂2丁目203-1,204-5 私 試

谷町219-6 私 試

144 桑原 2丁 目971 380 私 試

来住町■39-1,■ 40-1,■ 41-1 私

御幸町 2丁 目259-1 297 23 5 私

来住町557 私 試 本格調査

谷町甲685-2,5 689-3 21.5 私 試

福角町甲1239-1 私 一上

久万ノ台乙169-1,他 30筆 14,734 私 一立

祝谷 5丁 目753-2 私 一上 No141と合併,祝6本村遺勘

南久米町325-1,326,327-1 2,385 (37.5) 私 試 卜,詩 弥、石鏃

山西町833-2 他 12,217 私 試 弥、土師 宮前川三本柳遺跡

山西町901-1,902-1 申請取 り下げ

道後一万775-1, 7, 8 私 一ヱ 道後今市 7次

堀之内 211.0 公 一上

朝生田町 公

小坂 5丁目327-1 私 試 弥、須恵

水泥町 55.0 公

160 鷹ノ子町173～ 263-1 480 公 立

北梅本町甲3280-■ 75.2 私 一立

鷹ノ子町628-1 1,985 申請取 り下げ

南久米町740,741,742,来 住町863-2 39.0 私 一立

山西町903-1 私 試

衣山5丁 目520,他 6筆 2,302 私 立

築原 1丁目777-1 35 0 私 立

福昔寺町688-1 29,3 私 試

南久米町609,610,611,612,613,614 1,202 388 私 一立

今在家町56-1,57-ユ 32 0 私 一立

福角町乙493-1、 乙494.桂現町乙235-1 弘 0 私 試

立花 6丁 目328-6 私 立
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所 在 地 面 積 (〆 ) 票 高(m) 調査目随 調査方サ 包含・遺構 遺 物 備 考

来住好912 私 一立

久万 ノ台 乙346-1,1741- 公 一立

檸味町4丁 目202-1,203 2,234 申請取 り下 げ

来住町877 39 0 私 一立

176 桑原 1丁 目800- 2 36.2 私 試 申請取 り下げ

申請取り下げ
久米窪 田町872-1 私 一立

御幸2丁 目259-1 申請取り下げ
南江戸 4丁 目 公 一ユ 国目1次

鷹ノ子町■0-2, 4 私 工立

久米窪田町118-2 445 私 立

辻町545-1 1,187 私 試

南久米町696-1 私 一立

南江戸 4丁 目1-1 13,000 公 古照遺跡第 6次
来住町484-1.3 ｂ

” 40,9 私 試

山西町82-1,7,11,12,14 私 試

衣山3丁 目468 33.0 私 一立

平成 2年度確認調査一覧

所 在 地 面 積 (m2) 票 高(m) 周査目μ調査方法 包含・遺構 遺 物 備 考
1 桑原 1丁目988-5 385 私 試

2 山越 1丁目539-2 私 試

3 南久米町419-10,1] 私 立

4 桑 原 7J日 7-6, 6-4 わ
噸

380 私 試 弥

5 桑原 4丁 目11-1 私 試

6 祝谷東町乙829-25,乙816-4 (1705) 公 一立 踏査

7 祝谷ω9-1 340 私 一立

8 朝生田町222-2 〕Э2 私 試

9 私 一上

私 一立

桑原 4丁 目427-3,430-4 1,194 私 試

桑原4丁 目410-1, 2 私 試 己、群 弥、土師、須恵 経石山古墳 1次調査

鷹 ノ子町195-1 ろ
船 485 私 一立

久万ノ台乙170 他 52,540 私 一二 本格待 ち

南江戸 2丁 目634-1, 8 14.1 私 立

南江戸9熟 -1 私 立

道後今市1051-1,1054-5 312 私 試

祝谷 6丁 目1277 他 4筆 (700) 私 試 ツト 殊、石包丁 祝谷アイリ遺跡
松末 2丁 目125番地14 202 泌.9 私 試

造後樋又1219-8 私 試 縄文 道後樋又遺跡 2次

朝美 2丁 目■4-1,他 7筆 1.360 И 0 私 試 、ビット 縄文、殊、土師 朝美澤遺跡 2次
中村 2丁 目■8-1 解 0 私 一上

私 一立

清水 2丁目21-5,7 熟 0 私 HA

辻町39-1 私 試 不 裕

申請取 り下げ

私 一立

山越 2丁目34 う
ｍ 私 試

石風呂ll179 私 一立

山越 3丁 目 40,000 公 踏 本格待ち

久米窪田町897-3 襲 7 私 試

私 一立

来住町798-1,他 9筆 3,174 私 試 J、 ビット 弥、土師、須恵 本格待 ち

道後今市1065-5 320 私 試 弥、土師、須恵

木住町603-2 私 試 須恵 申請取り下げ
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No 所   在   地 面 積 (ギ ) 標 高 (m) 調査日郎 調査方法 包合・遺構 遺    物 備 考

庵ノ子町633-6, 7 485 私 一立

南江戸 5丁 目, 6丁 目 41,500 公 踏 本格待 ち

東石井町乙39-1,50-1,他 1,600 公 試 f墳 東山古墳 4次

平田町乙393-1 公 一立

来住町845,844,848 1,864 383 私 一立 本格待 ち

41 来住町517-1,524-2 私 試 申請取り下げ

平井町甲442-3 他4筆 私 試

太山寺町489-2他 6筆、安城寺町1419他 3筆 公 立

東垣生町762他 15筆 公 立

久米窪田町856-1 私

衣山 3丁 目459-4, 5 25 5 私 試

南梅本町乙62-1 他 6筆 845 960 私 試

小坂 5丁目312-3 1 064 23 6 私 試 須恵 本格待 ち

久米窪田町675-3 他21筆 2 100 43 0 公

南久米町567-2, 4 32,7 私 試 弥、土師

南久米町489 私 立

庵ノ子町50 私 一立

水泥町(市道小野20号線) 公 立

太山寺町(市道和気104号線) 2,400 公

北斉院町294-1, 2.314 公

南吉田町1877-2 公 立

来住町603-2, 6 私 立

刺寺町甲440-1他 5筆 ,畑寺3丁 目甲439他 14争 50.0 公

南江戸 4丁 ロ ユー 1 2,850 公 下水処理場

朝生田町 他 5,242 公

南梅本町乙67,乙 69-3 私 試

今在家41-82,来 住町1301～ 1432 2.017 32.2 公 試 今在家遺跡

桑原4丁 目14-1 34.6 私 試

北久米町561-1 私 試

小坂 5丁 目341-4,5,342-3 22.2 私 試 弥 本格待ち

吉藤 5丁 目乙2515香地 他 60筆 94,919 包蔵地外

文京町4-2 私 試 本格待 ち

す東「ff 4-2 26.6 私 試

文京町 4-10 私 試 」.住居址 弥.土師、須恵 本格待ち

水泥町548-1,549-1 55.5 私 試 本格待 ち

朝美 2丁 目■56-17 26.0 私 試
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平成元年 。2年度本格調査一覧

遺 跡 名 所 在 地 調査目的 時 代

南 久 米 北 野 遺 跡 南久米町411-12 緊 急 古墳～平安

若 草 町 遺 跡 若草町 8 弥生中～近世

開 遺 跡 南土居町70-1 古墳

久米高畑遺跡 8次調査地 来住町568-17,18 弥生後～中世

南久米片廻り遺跡2次調査地 南久米町534-1 縄文～古墳

久米高畑遺跡 9次調査地 来住町913 弥生 (前 )～ 奈良

繁 成 分 遺 跡 今在家町272-1 弥生～古墳

久 米 高 畑 遺 跡 10次 南久米町782-ユ 弥生～奈良

朝 日 谷 古 墳 南江戸 6丁 目1623・ 他 弥生終末～古墳

鷹 ノ子遺跡 1次 調査地 鷹ノ子町94番 3 古墳～中世

153 来住 廃 寺 8次 調 査 地 来住町568-1 弥生～古墳

久 米 高 畑 遺 跡 11次 南久米758・ 来住町761他 弥生～中世

桑原西稲葉遺跡1次調査地 桑原 2丁 目1他 弥生～中世

筋 違 G遺 跡 福音寺町455-1,456 弥生～中世

小 坂 5丁 目 遺 跡 小坂 5丁 目 古墳～中世

天 山 サII附 遺 跡 天山町 6-1,5,6 古墳～近世

榎 田 遺 跡 小坂 5丁 目,295-1他 古墳

久米窪田古屋敷 C遺 跡 久米窪田844-1他 弥生中～中世

大 渕遺 跡 2次 調 査 地 太山寺町甲474-3 縄文～中世

七 ノ 坪 遺 跡 小坂 2丁 目471-1他 奈貞

来住町遺跡 2次 調査地 来住町535,536 弥生～古墳

筋 遅 H 遺 跡 福音寺町4949-2 弥生～中世

久 米 高 畑 遺 跡 12次 来住町1151-1 古墳～中世

166 福 音 寺 遺 跡 福音寺町362-1他45筆 弥生～中世

辻 遺 跡 2次 調 査 地 南江戸 5丁 目1544-1他 古墳～中世

中 村 5丁 目 遺 跡 中村 5丁 目193-3 古墳

久米高畑遺跡13次調査地 来住町864 弥生～中世

南 久米 北 野 遺 跡 2次 南久米町195-1, 2 古墳～中世

道 後 今 市 遺 跡 6次 調 査 地
(平 形 銅 剣 出 土 推 定 地〕

道後今市1053-1 古墳

172 御 産 所 権 現 山 遺 跡 山西町1358-8他 古墳

沖 台 遺 跡 B区 商久米町438-2 古墳～中世

星 岡 登 立 遺 跡 星岡町597他 弥生後～中世

古照遺跡第 5次 調査 南江戸 4丁 目 1-二 縄文～古墳

西 天 山 遺 跡 小坂 5丁 目336-3,338-3 弥生～中世

久 米 高 畑 遺 跡 14次 来住町906 弥生～中世

筋 違 I遺 跡 福音寺町429-1 弥生～古墳

鷹 ノ 子 新 畑 遺 跡 鷹ノ子町582-2 緊急回補 古墳

中 ノ 子 I遺 跡 南土居町304-3 古墳～中世

来住 廃 寺 9次 調 査 地 来住町582,583他 学 術 弥生～平安

東 山 遺 跡 3次 山越 1丁 目268-1 緊 急 弥生～古墳
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遺 構 遺 物 等
調 査 面 積

(m2)
調 査 日数

(日 )
調査後の措置

掘立、須恵、未銭 1,020 工 事 実 施

周滞墓、住居址、日光鏡、弥、須恵 9,000

竪穴、掘立

掘立、滞、土壊、柱穴、弥、土師、須恵、石包丁

上壊、滞、縄文

竪穴、掘立 560

土壊、集石、弥、須恵、石器 1.158

周濤、掘立 1.118

古墳、鏡、銅鏃、鉄鏃、須恵、鉄貪u 23,000

掘立、滞、土壊、柱穴、木棺墓、土師、鏡

竪穴、須恵、石鏃

竪穴、柵、掘立 1,904

掘立、滞、流路、土墳、柱穴、弥、土師、須恵 2,300

住居址、土師皿 1,546

須恵、土師 759

濤 、土師、近世陶磁 1,217

掘立、土壊、須恵 5,058

濤、弥、土師、石包丁 1.035

縄文、石器

濤、土崚、須恵

滞、土壊、井戸、須恵 1,666

住居址、土壊、濤、石器 1,541

濤、柵、住居址、土器

濠、竪穴、壺棺、石器 23、 238

掘立、須恵、土残

滞、土墳、土師、須恵 350

土城、井戸、須恵 1,454

土崚、井戸、須恵 387

竪穴、柱穴、弥、須恵、石包丁

石室、鉄器、須恵 87,700

滞、掘立、土師

濤、掘立、土師

縄文～弥、須恵 652

滞、柱穴、須恵、石鏃 1,208

竪穴、海、須恵 333

竪穴、掘立

竪穴、濤、須恵

滞、掘立、土師 427

石器工房址、掘立 520 保 存

須恵、土師 500 工 事 実 施 182
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遺  跡  名 所 在 地 調査目的 時 代

泰住町遺跡 3次 調査地 来住町534-1 緊 急 弥生～古墳

山越 遺 跡 3次 調 査 地 山越 1丁 目268-1 弥生～古墳

座 拝 坂 遺 跡 谷町甲325-1,326-1 弥生後～古墳・中世

松山大学構内遺跡2次調査地 文京町4-2 弥生～古墳

久 米 高 畑 遺 跡 18次 来住町909 古墳～中世

久 米 高 畑 遺 跡 19次 来住町891-1 緊急国補 弥生後～古墳後

南 久 米 斉 院 遺 跡 苛久米町635-2他 弥生前～古墳中

金 昆 羅 山 遺 跡 平田町824-1・ 2 緊 急 弥生後・古墳 ,中 世・近世

上 刈 屋 遺 跡 平井町937-2 緊急国補 古墳後

道 後 今 市 遺 跡 7次 道後一万775-1他 弥生中～古墳

来住 廃 寺 13次 調 査 地 来住町557 弥生中

久 米 高 畑 遺 跡 20次 来住町556-5他 古墳～平安

195 船 ヶ谷 三 ソ石 古 墳 船ヶ谷町乙14-1他 緊 急 古墳

岡  目  1 遺  跡 南江戸 4丁 目 古墳～近世

岡  目  2 遺  跡 南江戸 4丁 目10-15他 中世

古 照 遺 跡 6次 南江戸 4丁 目 1-1 古墳～近世

毯ノロ遺跡 7次 調査地 小坂町422-2,422-7 弥生後

古 照 G遺 跡 4次 南江 戸 3丁 目813-] 縄文～近世

祝 谷 本 村 遺 跡 祝谷 5丁 目745-1他 弥生～中世

桑原西稲葉遺跡2次調査地 柔原 2丁 目971 弥生

来住 廃 寺 14次 調 査 地 来住町855他 学  術 弥生中～奈良

経 石 山古墳 1次 調 査 桑原 4丁 目410-1 緊 急 古墳

205 今 在 家 遺 跡 今在家町71,55,70,72 弥生後～古墳

祝 谷 ア イ リ 遺 跡 祝谷 6丁 目1277 弥生中～古墳後

207 宮 前 川 三 本 柳 遺 跡 山西町833-2他 弥生後～中世・近世

東 山 遺 跡 4次 東石井町250-1 古墳中～古墳後
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迫還 格 遺 物 等
調 査 面 積

(ポ Ⅲ
調 査 日数

(日 )
調査後の措置

掘立、溝、須恵 工 事 実 施

濤、弥 55

柱 穴 弥 土師 8

住居址、弥、土師 2,300

柱穴、須恵、瓦

掘立、竪穴、濤、土壌、柱穴
A区  270
B[Z  253

柱穴 弥 須 恵

墳丘、弥 堅 穴 1,000

古墳、須恵

竪穴、濤、須恵、土師

竪穴、土壊、石包丁

掘立、滞、土壊

周濤、須恵、土師 520

掘立、土嫉、濤、柱穴、瓦器、土師、石製品(縄文・弥) 922

掘立、土墳、瓦器、土師、石製品 1,791

水田址、土崚、河川,縄,弥,須恵,陶 磁 13,000

竪穴 (焼失住居)、 弥、石包丁、王

柱穴、土装、水田遺構、掘立、石製品、木製品

弥、土師、須恵、掘立、土娠、濤

土壌、濤、柱穴、弥、須恵、石器、円形特殊遺格 1 110 202

掘立、濤、柱穴、土崚、弥、須恵、瓦 1,088 一 部 保 存

弥、土師、海、鉄斧、鉄鏃、石斧 工 事 実 施 204

弥、竪穴、濤、土残、石包丁、石鏃 2,016

竪 穴 3,742

井戸,弥,須恵 12,217 207

古墳、須恵、土師 1,600
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